
JP 6882271 B2 2021.6.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって行われる方法であって、
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を備える前記ＵＥのキャリアアグリゲーション
（ＣＡ）構成を識別することと、
　前記ＵＥの処理性能と、アンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状態レポーテ
ィング処理の限界を識別すること、ここにおいて、前記制御チャネル構成は、物理ダウン
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣ
ＣＨ）を含み、前記ＵＥの処理能力と、前記制御チャネルに基づいて前記ＣＡ構成に関連
付けられたチャネル状態レポーティング処理の限界を識別することは、前記ＰＤＣＣＨま
たは前記ｅＰＤＣＣＨにおいてチャネル状態フィードバック（ＣＳＦ）要求を受信するこ
とに基づく、と、
　基地局に前記アンテナ構成のインジケーションを送信すること、ここにおいて、前記ア
ンテナ構成は、受信アンテナの数を備え、前記チャネル状態レポーティング処理の限界は
、前記受信アンテナの数に少なくとも部分的に基づいて、識別される、と、
　チャネル状態レポートの数が前記チャネル状態レポーティング処理の限界を超えること
を決定することと、
　基地局から、チャネル状態レポートの優先順位をつけられた順序を受信することと、
　前記優先順位をつけられた順序および前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少
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なくとも部分的に基づいて１つまたは複数のチャネル状態レポートに優先順位を付けるこ
と
　基地局から、前記チャネル状態レポーティング処理の限界に従ってチャネル状態レポー
トのためのトリガを受信することと、
　前記トリガに少なくとも部分的に基づいて且つ前記チャネル状態レポーティング処理の
限界および優先順位に従って第１のサブフレーム中で第１のチャネル状態レポートを送信
することと、
　前記トリガに少なくとも部分的に基づいて且つ前記チャネル状態レポーティング処理の
限界および優先順位に従って第２のサブフレーム中で第２のチャネル状態レポートを送信
することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記基地局に前記チャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを送信す
ることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界の前記インジケーションは、前記複数のＣ
Ｃの各ＣＣについてのチャネル状態処理の数を備える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記トリガに関連付けられたチャネル状態レポートに関連付けられた処理の数がしきい
値を超えることを決定することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のサブフレームまたは前記第２のサ
ブフレームの間、現在のものでないチャネル状態レポートを送信すること、ここにおいて
、前記現在のものでないチャネル状態レポートは、前のトリガに関連付けられる、と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信において基地局によって実行される方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）についてのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成を確立すること
、ここにおいて、前記ＣＡ構成は、複数のＣＣを備える、と、
　前記ＵＥからチャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを受信するこ
と、ここにおいて、前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、前記ＵＥの処理性能
と、前記ＵＥのアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つとに関連付
けられ、制御チャネル構成は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張
物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を含み、前記チャネル状態レポーティン
グ処理の限界は、前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨにおいてチャネル状態フィード
バック（ＣＳＦ）要求を受信することに基づいて、識別される、と、
　前記ＵＥから、前記アンテナ構成のインジケーションを受信すること、ここにおいて、
前記アンテナ構成は、前記ＵＥで利用可能な受信アンテナの数を備え、前記チャネル状態
レポーティング処理の限界は、前記受信アンテナの数に少なくとも部分的に基づいて、識
別される、と、
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界を超えるチャネル状態レポートの数に少な
くとも部分的に基づいてチャネル状態レポートの優先順位をつけられた順序を決定するこ
とと、
　前記チャネル状態レポートの優先順位をつけられた順序を送信することと、
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に従ってチャネル状態レポートのためのト
リガを送信すること、ここにおいて、チャネル状態レポートのための前記トリガは、チャ
ネル状態レポートのための複数のサブフレームを示す、と、
　チャネル状態レポートのための前記トリガに少なくとも部分的に基づいて且つ前記チャ
ネル状態レポーティング処理の限界および優先順位に従って第１のサブフレーム中で第１
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のチャネル状態レポートを受信することと、
　チャネル状態レポートのための前記トリガに少なくとも部分的に基づいて且つ前記チャ
ネル状態レポーティング処理の限界および優先順位に従って第２のサブフレーム中で第２
のチャネル状態レポートを受信することと
　を備える、方法。
【請求項６】
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づく前記ＣＡ構成
において、前記複数のＣＣについてのチャネル状態レポーティング構成を送信することを
さらに備える、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に従って、１つまたは複数のチャネル状態
レポートを受信することをさらに備える、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づいて、サブフレ
ームについてのチャネル状態レポート処理のピーク数を識別することをさらに備え、前記
チャネル状態レポーティング構成は、前記サブフレームについてのチャネル状態レポート
処理の前記ピーク数に基づき、前記ピーク数は、前記ＵＥが前記サブフレームの間に処理
するチャネル状態レポート処理の最大数である、
　請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記チャネル状態レポーティング構成に少なくとも部分的に基づいて、チャネル状態レ
ポーティングについてのトリガを送信することをさらに備える、
　請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界の前記インジケーションは、前記複数のＣ
Ｃの各ＣＣについてのチャネル状態処理の数を備える、
　請求項５に記載の方法。
【請求項１１】
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）ベースのレポートの数、セル固有基準信号（ＣＲＳ）ベースのレポートの数、周期
的なＣＳＩレポートの数、非周期的なＣＳＩレポートの数、またはそれらの任意の組み合
わせに関連付けられる、
　請求項５に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信中のメモリと、
　前記メモリに記憶される命令と
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を備える前記ＵＥのキャリアアグリゲーション
（ＣＡ）構成を識別することと、
　前記ＵＥの処理性能と、アンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状態レポーテ
ィング処理の限界を識別すること、ここにおいて、前記制御チャネル構成は、物理ダウン
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣ
ＣＨ）を含み、前記ＵＥの処理能力と、前記制御チャネルに基づいて前記ＣＡ構成に関連
付けられたチャネル状態レポーティング処理の限界を識別することは、前記ＰＤＣＣＨま
たは前記ｅＰＤＣＣＨにおいてチャネル状態フィードバック（ＣＳＦ）要求を受信するこ



(4) JP 6882271 B2 2021.6.2

10

20

30

40

50

とに基づく、と、
　基地局に前記アンテナ構成のインジケーションを送信すること、ここにおいて、前記ア
ンテナ構成は、受信アンテナの数を備え、前記チャネル状態レポーティング処理の限界は
、前記受信アンテナの数に少なくとも部分的に基づいて、識別される、と、
　チャネル状態レポートの数が前記チャネル状態レポーティング処理の限界を超えること
を決定することと、
　基地局から、チャネル状態レポートの優先順位をつけられた順序を受信することと、
　前記優先順位をつけられた順序および前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少
なくとも部分的に基づいて１つまたは複数のチャネル状態レポートに優先順位を付けるこ
と
　基地局から、前記チャネル状態レポーティング処理の限界に従ってチャネル状態レポー
トのためのトリガを受信することと、
　前記トリガに少なくとも部分的に基づいて且つ前記チャネル状態レポーティング処理の
限界および優先順位に従って第１のサブフレーム中で第１のチャネル状態レポートを送信
することと、
　前記トリガに少なくとも部分的に基づいて且つ前記チャネル状態レポーティング処理の
限界および優先順位に従って第２のサブフレーム中で第２のチャネル状態レポートを送信
することと
　を行わせるように動作可能である、装置。
【請求項１３】
　前記命令は、前記装置に、
　前記基地局に前記チャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを送信す
ることを行わせるように動作可能である、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界の前記インジケーションは、前記複数のＣ
Ｃの各ＣＣについてのチャネル状態処理の数を備える、
　請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信中のメモリと、
　前記メモリに記憶される命令と
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　ユーザ機器（ＵＥ）についてのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成を確立すること
、ここにおいて、前記ＣＡ構成は、複数のＣＣを備える、と、
　前記ＵＥからチャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを受信するこ
と、ここにおいて、前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、前記ＵＥの処理性能
と、前記ＵＥのアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つとに関連付
けられ、制御チャネル構成は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張
物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を含み、前記チャネル状態レポーティン
グ処理の限界は、前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨにおいてチャネル状態フィード
バック（ＣＳＦ）要求を受信することに基づいて、識別される、と、
　前記ＵＥから、前記アンテナ構成のインジケーションを受信すること、ここにおいて、
前記アンテナ構成は、前記ＵＥで利用可能な受信アンテナの数を備え、前記チャネル状態
レポーティング処理の限界は、前記受信アンテナの数に少なくとも部分的に基づいて、識
別される、と、
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界を超えるチャネル状態レポートの数に少な
くとも部分的に基づいてチャネル状態レポートの優先順位をつけられた順序を決定するこ
とと、
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　前記チャネル状態レポートの優先順位をつけられた順序を送信することと、
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に従ってチャネル状態レポートのためのト
リガを送信すること、ここにおいて、チャネル状態レポートのための前記トリガは、チャ
ネル状態レポートのための複数のサブフレームを示す、と、
　チャネル状態レポートのための前記トリガに少なくとも部分的に基づいて且つ前記チャ
ネル状態レポーティング処理の限界および優先順位に従って第１のサブフレーム中で第１
のチャネル状態レポートを受信することと、
　チャネル状態レポートのための前記トリガに少なくとも部分的に基づいて且つ前記チャ
ネル状態レポーティング処理の限界および優先順位に従って第２のサブフレーム中で第２
のチャネル状態レポートを受信することと
　行わせるように動作可能である、装置。
【請求項１６】
　前記命令は、前記装置に、
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づく前記ＣＡ構成
において、前記複数のＣＣについてのチャネル状態レポーティング構成を送信することを
行わせるように動作可能である、請求項１５に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、「Channel State Computation for Enhanced Carrier Aggregati
on」と題され、２０１６年８月１１日に出願された、Subrahmanyaらによる米国特許出願
第１５／２３４，６３４号、および「Channel State Computation for Enhanced Carrier
 Aggregation」と題され、２０１５年９月２５日に出願された、Subrahmanyaらによる米
国仮特許出願第６２／２３３，２６２号の優先権を主張し、それらの各々は、本譲渡人に
譲渡されている。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、拡張キャリアアグリ
ゲーション（ｅＣＡ）に関するチャネル状態の計算に関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、およ
び電力）を共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であ
り得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、およ
び、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。ワイヤレス多元接続通信シ
ステムは、いくつかの基地局を含み得、各々が、複数の通信デバイスのための通信を同時
にサポートし、それらは、別名ユーザ機器（ＵＥ）として知られ得る。
【０００４】
　[0004]いくつかの事例において、ＵＥおよび基地局は、ｅＣＡ動作において、多数のコ
ンポーネントキャリア（ＣＣ）を使用して通信し得る。ＵＥは、これらのキャリアについ
てのチャネル状態情報（ＣＳＩ）を計算する（compute）。いくつかの事例において、多
数のキャリアについてのＣＳＩを計算するために必要とされる処理能力（a processing c
apacity）は、ＵＥの処理性能（processing capability）を超え得る。これは、遅延また
は見逃したレポートという結果になり得、それは、もたらされた（effected）ＣＣ上の通
信の効率に否定的に影響を及ぼし得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]拡張キャリアアグリゲーション（ｅＣＡ）を利用するユーザ機器（ＵＥ）は、そ
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れがハンドリングすることが可能であるチャネル状態処理の数の限界を識別し得る。ＵＥ
は、基地局にこの限界を送信し得、それは、チャネル状態レポーティング構成を構成し得
、示された限界に従って、チャネル状態レポーティングトリガを送り得る。ＵＥは、例え
ば、送信アンテナポートまたは利用可能な受信アンテナに基づいて、限界を決定し得る。
いくつかの事例において、単一のトリガは、複数のサブフレームをカバーするレポートに
対応し得る。基地局はまた、各サブフレームの間ＵＥが処理するチャネル状態レポートの
ピーク数を減らすためにチャネル状態レポーティング構成をアレンジし得る。いくつかの
事例において、ＵＥは、チャネル状態レポーティングを提供するために必要とされるサブ
フレームにおけるチャネル状態処理の数が、それの能力を超えることを決定し得る。ＵＥ
は、その次に、チャネル状態処理に優先順位をつけ得、いくつかの事例において、現在の
ものでないレポート（non-current report）を送信し得る。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、複数のコンポーネントキャリア（
ＣＣ）を備えるキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成を識別することと、処理性能およ
びアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に基
づいて、ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状態レポーティング処理の限界を識別するこ
ととを含み得る。いくつかの態様において、方法は、基地局にチャネル状態レポーティン
グ処理の限界のインジケーションを送信することを含み得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、複数のＣＣを備えるＣＡ構
成を識別するための手段と、処理性能およびアンテナ構成または制御チャネル構成のうち
の少なくとも１つに少なくとも部分的に基づいて、ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状
態レポーティング処理の限界を識別するための手段とを含み得る。いくつかの態様におい
て、装置は、基地局にチャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを送信
するための手段を含み得る。
【０００８】
　[0008]さらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信中の
メモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、装置に、複数のＣＣを備える
ＣＡ構成を識別することと、処理性能およびアンテナ構成または制御チャネル構成のうち
の少なくとも１つに少なくとも部分的に基づいて、ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状
態レポーティング処理の限界を識別することとを行わせることが動作可能であり得る。い
くつかの態様において、命令は、装置に、基地局にチャネル状態レポーティング処理の限
界のインジケーションを送信することを行わせることが動作可能であり得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ読取り可能媒体が説明される。非
一時的コンピュータ読取り可能媒体は、ＣＣのセットを備えるＣＡ構成を識別することと
、処理性能およびアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに基づい
て、ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状態レポーティング処理の限界を識別することと
が実行可能な命令を含み得る。いくつかの態様において、命令は、基地局にチャネル状態
レポーティング処理の限界のインジケーションを送信することが実行可能であり得る。
【００１０】
　[0010]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例は、チャネル状態レポーティング処理の限界に従って、基地局に１つま
たは複数のチャネル状態レポートを送信するための処理、特徴、手段、または命令をさら
に含み得る。
【００１１】
　[0011]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例は、チャネル状態レポートの数がチャネル状態レポーティング処理の限
界を超えることを決定するための処理、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記
で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のうちのいくつか
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の例は、チャネル状態レポーティング処理の限界に基づいて、１つまたは複数のチャネル
状態レポートに優先順位を付けるための処理、特徴、手段、または命令をさらに含み得、
ここで、１つまたは複数のチャネル状態レポートは、優先順位付けに従って、送信される
。
【００１２】
　[0012]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例は、基地局にアンテナ構成のインジケーションを送信するための処理、
特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１３】
　[0013]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例において、アンテナ構成は、受信アンテナの数を備え、チャネル状態レ
ポーティング処理の限界は、受信アンテナの数に基づいて、識別される。上記で説明され
た方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のうちのいくつかの例におい
て、制御チャネル構成は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を備え、チャネ
ル状態レポーティング処理の限界は、ＰＤＣＣＨにおいてダウンリンク（ＤＬ）シグナリ
ングを受信することに基づいて、識別される。
【００１４】
　[0014]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例において、制御チャネル構成は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（
ｅＰＤＣＣＨ）を備え、チャネル状態レポーティング処理の限界は、ｅＰＤＣＣＨにおい
てＤＬシグナリングを受信することに基づいて、識別される。
【００１５】
　[0015]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例において、インジケーションは、ＣＣのセットの各ＣＣについてのチャ
ネル状態処理の数を含み得る。
【００１６】
　[0016]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、基地局からチャネル状態レポート
についてのトリガを受信することと、チャネル状態レポートについてのトリガに少なくと
も部分的に基づいて、第１のサブフレームにおいて第１のチャネル状態レポートを送信す
ることと、チャネル状態レポートについてのトリガに少なくとも部分的に基づいて、第２
のサブフレームにおいて第２のチャネル状態レポートを送信することとを含み得る。
【００１７】
　[0017]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、基地局からチャネル状態レ
ポートについてのトリガを受信するための手段と、チャネル状態レポートについてのトリ
ガに少なくとも部分的に基づいて、第１のサブフレームにおいて第１のチャネル状態レポ
ートを送信するための手段と、チャネル状態レポートについてのトリガに少なくとも部分
的に基づいて、第２のサブフレームにおいて第２のチャネル状態レポートを送信するため
の手段とを含み得る。
【００１８】
　[0018]さらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信中の
メモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、装置に、基地局からチャネル
状態レポーティングについてのトリガを受信することと、チャネル状態レポートについて
のトリガに少なくとも部分的に基づいて、第１のサブフレームにおいて第１のチャネル状
態レポートを送信することと、チャネル状態レポートについてのトリガに少なくとも部分
的に基づいて、第２のサブフレームにおいて第２のチャネル状態レポートを送信すること
とを行わせることが動作可能であり得る。
【００１９】
　[0019]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ読取り可能媒体が説明される。非
一時的コンピュータ読取り可能媒体は、基地局からチャネル状態レポーティングについて
のトリガを受信することと、チャネル状態レポートについてのトリガに基づいて、第１の
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サブフレームにおいて第１のチャネル状態レポートを送信することと、チャネル状態レポ
ートについてのトリガに基づいて、第２のサブフレームにおいて第２のチャネル状態レポ
ートを送信することとが実行可能な命令を含み得る。
【００２０】
　[0020]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例は、トリガと関連付けられたチャネル状態レポートの数がしきい値を超
えることを決定するための処理、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明
された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のうちのいくつかの例は
、決定に基づいて、サブフレームの間、現在のものでないチャネル状態レポートを送信す
るための処理、特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここで、現在のものでないチャ
ネル状態レポートは、前のトリガと関連付けられる。
【００２１】
　[0021]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、ＵＥについてのＣＡ構成を確立す
ること、ここにおいて、ＣＡ構成は、複数のＣＣを備える、と、ＵＥからチャネル状態レ
ポーティング処理の限界のインジケーションを受信すること、ここにおいて、チャネル状
態レポーティング処理の限界は、ＵＥの処理性能およびアンテナ構成または制御チャネル
構成のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に基づく、と、チャネル状態レポーティ
ング処理の限界に少なくとも部分的に基づくチャネル状態レポーティング構成を送信する
こととを含み得る。
【００２２】
　[0022]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、ＵＥについてのＣＡ構成を
確立するための手段、ここにおいて、ＣＡ構成は、複数のＣＣを備える、と、ＵＥからチ
ャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを受信するための手段、ここに
おいて、チャネル状態レポーティング処理の限界は、ＵＥの処理性能およびアンテナ構成
または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に基づく、と、チャ
ネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づくチャネル状態レポーティ
ング構成を送信するための手段を含み得る。
【００２３】
　[0023]さらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信中の
メモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、装置に、ＵＥについてのＣＡ
構成を確立すること、ここにおいて、ＣＡ構成は、複数のＣＣを備える、と、ＵＥからチ
ャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを受信すること、ここにおいて
、チャネル状態レポーティング処理の限界は、ＵＥの処理性能およびアンテナ構成または
制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に基づく、と、チャネル状
態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づくチャネル状態レポーティング構
成を送信することとを行わせることが動作可能であり得る。
【００２４】
　[0024]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ読取り可能媒体が説明される。非
一時的コンピュータ読取り可能媒体は、ＵＥについてのＣＡ構成を確立することが実行可
能な命令を含み得、ここで、ＣＡ構成は、ＣＣのセットを備え、ＵＥからチャネル状態レ
ポーティング処理の限界のインジケーションを受信し、ここで、チャネル状態レポーティ
ング処理の限界は、ＵＥの処理性能およびアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの
少なくとも１つに基づき、チャネル状態レポーティング処理の限界に基づいてチャネル状
態レポーティング構成を送信する。
【００２５】
　[0025]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例は、チャネル状態レポーティング処理の限界に基づいて、サブフレーム
についてのチャネル状態レポート処理のピーク数を識別するための処理、特徴、手段、ま
たは命令をさらに含み得、ここで、チャネル状態レポーティング構成は、サブフレームに
ついてのチャネル状態レポート処理のピーク数に基づく。
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【００２６】
　[0026]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例において、チャネル状態レポーティング処理の限界は、ＣＳＩ－ＲＳベ
ースのレポートの数、セル固有基準信号（ＣＲＳ）ベースのレポートの数、周期的なレポ
ートの数、非周期的なレポートの数、またはそれらの任意の組み合わせを備える。
【００２７】
　[0027]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例は、チャネル状態レポーティング構成に基づいて、チャネル状態レポー
トトリガを送信するための処理、特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここで、チャ
ネル状態レポートトリガは、チャネル状態レポートについてのサブフレームのセットを示
す。
【００２８】
　[0028]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、第１のサブフレームにおいて、チ
ャネル状態レポートについてのトリガを受信することと、トリガに少なくとも部分的に基
づいてチャネル状態レポートを処理することと、第２のサブフレームにおいて、チャネル
状態レポートについてのリソース許可を受信することと、リソース許可によって割り当て
られたリソース上で、チャネル状態レポートを送信することとを含み得る。
【００２９】
　[0029]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、第１のサブフレームにおい
て、チャネル状態レポートについてのトリガを受信するための手段と、トリガに少なくと
も部分的に基づいて、チャネル状態レポートを処理するための手段と、第２のサブフレー
ムにおいて、チャネル状態レポートについてのリソース許可を受信するための手段と、リ
ソース許可によって割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポートを送信するため
の手段とを含み得る。
【００３０】
　[0030]さらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信中の
メモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、装置に、第１のサブフレーム
においてチャネル状態レポートについてのトリガを受信することと、トリガに少なくとも
部分的に基づいてチャネル状態レポートを処理することと、第２のサブフレームにおいて
、チャネル状態レポートについてのリソース許可を受信することと、リソース許可によっ
て割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポートを送信することとを行わせること
が動作可能であり得る。
【００３１】
　[0031]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ読取り可能媒体が説明される。非
一時的コンピュータ読取り可能媒体は、第１のサブフレームにおいてチャネル状態レポー
トについてのトリガを受信することと、トリガに基づいて、チャネル状態レポートを処理
することと、第２のサブフレームにおいて、チャネル状態レポートについてのリソース許
可を受信することと、リソース許可によって割り当てられたリソース上で、チャネル状態
レポートを送信することが実行可能な命令を含み得る。
【００３２】
　[0032]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例は、第１のサブフレームにおいてＣＳＩ－ＲＳを受信するための処理、
特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここで、チャネル状態レポートは、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓを使用して処理される。
【００３３】
　[0033]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、第１のサブフレームにおいて、チ
ャネル状態レポートについてのトリガを送信することと、第２のサブフレームにおいて、
チャネル状態レポートについてのリソース許可を送信することと、トリガに少なくとも部
分的に基づいて、リソース許可によって割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポ
ートを受信することとを含み得る。
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【００３４】
　[0034]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、第１のサブフレームにおい
て、チャネル状態レポートについてのトリガを送信するための手段と、第２のサブフレー
ムにおいて、チャネル状態レポートについてのリソース許可を送信するための手段と、ト
リガに少なくとも部分的に基づいて、リソース許可によって割り当てられたリソース上で
、チャネル状態レポートを受信するための手段とを含み得る。
【００３５】
　[0035]さらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信中の
メモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、装置に、第１のサブフレーム
において、チャネル状態レポートについてのトリガを送信することと、第２のサブフレー
ムにおいて、チャネル状態レポートについてのリソース許可を送信することと、トリガに
少なくとも部分的に基づいて、リソース許可によって割り当てられたリソース上で、チャ
ネル状態レポートを受信することとを行わせることが動作可能であり得る。
【００３６】
　[0036]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ読取り可能媒体が説明される。非
一時的コンピュータ読取り可能媒体は、第１のサブフレームにおいて、チャネル状態レポ
ートについてのトリガを送信することと、第２のサブフレームにおいて、チャネル状態レ
ポートについてのリソース許可を送信することと、トリガに基づいて、リソース許可によ
って割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポートを受信することとが実行可能な
命令を含み得る。
【００３７】
　[0037]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ読取り可能媒体のう
ちのいくつかの例は、第１のサブフレームにおいてＣＳＩ－ＲＳを送信するための処理、
特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここで、チャネル状態レポートは、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓを使用して処理される。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】図１は、本開示の様々な態様に従って、拡張キャリアアグリゲーション（ｅＣＡ
）に関するチャネル状態の計算をサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図２】図２は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態の計算をサ
ポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図３】図３は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィードバ
ック（ＣＳＦ）処理の例を例示する。
【図４】図４は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するＣＳＦ処理の別の例を例
示する。
【図５】図５は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するＣＳＦレポーティングの
例を例示する。
【図６】図６は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するＣＳＦ処理の例を例示す
る。
【図７】図７は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態の計算をサ
ポートするシステムにおける処理フローの例を例示する。
【図８】図８は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィードバ
ック処理をサポートするデバイスまたはワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図９】図９は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィードバ
ック処理をサポートするデバイスまたはワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１０】図１０は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバック処理をサポートするデバイスまたはワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１１】図１１は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバックをサポートするＵＥを含むシステムのブロック図を例示する。
【図１２】図１２は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
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ドバックをサポートするデバイスまたはワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１３】図１３は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバックをサポートするデバイスまたはワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１４】図１４は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバックをサポートするデバイスまたはワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１５】図１５は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバックをサポートする基地局を含むシステムのブロック図を例示する。
【図１６】図１６は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバックのための方法を例示する。
【図１７】図１７は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバックのための方法を例示する。
【図１８】図１８は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバックのための方法を例示する。
【図１９】図１９は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバックのための方法を例示する。
【図２０】図２０は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡに関するチャネル状態フィー
ドバックのための方法を例示する。
【詳細な説明】
【００３９】
　[0050]いくつかのワイヤレス通信システムは、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）また
は拡張キャリアアグリゲーション（ｅＣＡ）動作（すなわち、多数のＣＣを使用する動作
）において、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を使用する通信をサポートし得る。
そのようなシステムにおいて、ＵＥは、基地局にチャネル状態フィードバック（ＣＳＦ）
レポートを送り得、それはまた、チャネル状態情報（ＣＳＩ）レポートと呼ばれ得る。Ｃ
ＳＦレポートは、ダウンリンクワイヤレスチャネルの状態についての情報を提供し得る。
いくつかの事例において、ＣＳＦレポートの要求は、基地局からの物理ダウンリンクチャ
ネル（例えば、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張ＰＤＣＣＨ（ｅ
ＰＤＣＣＨ）、等）に含まれ得、それは、ＵＥによるＣＳＦレポートの送信をトリガし得
る。
【００４０】
　[0051]ｅＣＡ動作において、ある特定の送信モードをサポートするために使用される増
やされた数のＣＳＦ処理は、増やされたＵＥ計算の複雑性の一因となり（contribute）得
る。いくつかの事例において、ＵＥ計算の複雑性は、より多くの処理要素を追加すること
、各処理要素をより速いクロックスピードで動作させることを可能にすること、または処
理要素に新しい機能性を追加することの組み合わせによって対処され得る。結果として、
これらの技法は、追加のおよびより複雑なハードウェア、および、究極的には、ＵＥの費
用の一因となり得る。ＵＥによる追加の計算はまた、より高い電力の消費およびバッテリ
ー寿命の低下という結果になり得る。
【００４１】
　[0052]ＣＳＦの計算およびレポーティングについての計算の複雑性を制限することは、
ＵＥコストを減らし得、バッテリー寿命を改善し得る。よって、報告されたＣＳＦ処理の
数は、制限され得る（例えば、１つのサブフレームにつき５つの処理に制限される、また
は、処理の合計数に基づいて制限される）。いくつかの例において、ＵＥは、サポートす
ることが可能なＣＳＦ処理の最大数をネットワークにシグナリングし得る。
【００４２】
　[0053]いくつかの事例において、（例えば、非周期的なレポーティングに関して）、Ｃ
ＳＦに関する別個のトリガは、各サブフレームおよび／またはコンポーネントキャリアご
とに送られ得、各トリガは、ＣＳＦ処理の限界（CSF processing limits）に従う（confo
rming to）。代替的に、連続のサブフレーム上で、生じる一連のレポートを示す単一のト
リガは送られ得、各トリガは、ＣＳＦの限界に従う。いくつかの例において、ＣＳＦ処理
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の優先順位をつけられた順序は、ＵＥとネットワークとの間の先のシグナリングを通じて
確立され得る。ネットワークがＵＥのＣＳＦ処理の限界よりも多くの処理をトリガするイ
ベントにおいて、ＵＥは、優先順位をつけられた順序に従って、それの限界内で処理し得
る。追加の処理は、現在のものでない（「ステイル」とも呼ばれる）ＣＳＦレポートを使
用し得、後続のサブフレームにおいて現在のＣＳＦを処理し得る。
【００４３】
　[0054]いくつかの例において、所与のサブフレームに関するＣＳＦレポートが含まれる
情報は、そのレポートが必要とされるときの時間より先に、通信され得る。いくつかのワ
イヤレスシステムにおいて、ＣＳＩ－ＲＳトリガは、ＵＥに十分な処理時間を与えるため
に、単一のサブフレーム分早められ（advanced by）得る。非周期的なトリガはまた、ど
のＣＳＦ処理が各サブフレームにおいて計算され得るかを決定するための十分な時間を与
えるために、１つのサブフレーム分早められ得る。いくつかの事例において、ＣＳＦレポ
ーティング必要条件は、最大許容（maximum allowed）タイミングアドバンスと等しく設
定され得る。比較的大きいタイミングアドバンスは、比較的頻度の低い（infrequent）現
象であり得るので、ＵＥの複雑性をサイズによって分けることは、典型的な事例に基づき
得、希な発生は、特別な取り扱いを通じて対処され得る。よって、レポーティングの規格
は、小さいタイミングアドバンスに関して定義され得る。同様に、レポーティングの規格
は、ｅＰＤＣＣＨおよびＰＤＣＣＨによって、異なり得る。
【００４４】
　[0055]上記で紹介された本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストにお
いて、下記で説明される。ＣＳＦ処理およびレポーティングタイムラインの例は、その次
に、説明される。本開示の態様は、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算に関連する装置図
、システム図、およびフローチャートによってさらに例示され、それらを参照して説明さ
れる。
【００４５】
　[0056]図１は、本開示の様々な態様に従って、ワイヤレス通信システム１００の例を例
示する。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、ＵＥ１１５、およびコアネッ
トワーク１３０を含む。いくつかの例において、ワイヤレス通信システム１００は、ロン
グタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））／ＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ
)ネットワークであり得る。ワイヤレス通信システム１００は、拡張キャリアアグリゲー
ション（ｅＣＡ）についての修正されたＣＳＩレポーティング構成をサポートし得る。例
えば、ワイヤレス通信システム１００は、レポートを処理することの計算の複雑さを減ら
すために、ＵＥ１１５がチャネル状態レポーティング処理の数の限界を示すことを可能に
し得る。
【００４６】
　[0057]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的なカバレッジエリア１１０に対
して通信カバレッジを提供し得る。ワイヤレス通信システム１００において示される通信
リンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、または基
地局１０５からＵＥ１１５へのＤＬ送信を含み得る。通信リンク１２５は、ＵＥ１１５に
よって示された処理の限界に基づいて、構成され、送られたＣＳＦレポートを含み得る。
【００４７】
　[0058]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は、固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５はまた、モバイル局、加入者局
、遠隔ユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末（ＡＴ）、ハンドセット、ユーザエ
ージェント、クライアント、または同様の専門用語で呼ばれ得る。ＵＥ１１５はまた、セ
ルラ電話、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、パーソナルコンピュータ、タブレ
ット、パーソナル電子デバイス、マシンタイプ通信（ＭＴＣ：machine type communicati
on）デバイスまたは同様のものであり得る。
【００４８】
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　[0059]基地局１０５は、コアネットワーク１３０と、および互いに通信し得る。例えば
、基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１、等）を通じてコアネット
ワーク１３０とインタフェースし得る。基地局１０５また、（例えば、コアネットワーク
１３０を通じて）直接的にまたは間接的にのいずれかで、バックホールリンク１３２（例
えば、Ｘ２、等）を通じて（over）互いに通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との
通信のために無線構成およびスケジューリングを行い得るか、または基地局コントローラ
（図示せず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、マクロセル、
スモールセル、ホットスポット、または同様のものであり得る。基地局１０５はまた、ｅ
ノードＢ（ｅＮＢ）１０５と呼ばれ得る。
【００４９】
　[0060]基地局１０５は、チャネルを効率的に構成およびスケジューリングするためにＵ
Ｅ１１５からチャネル状態情報を収集し得る。この情報は、チャネル状態レポートの形式
で、ＵＥ１１５から送られ得る。チャネル状態レポートは、（例えば、ＵＥ１１５のアン
テナポートに基づいて）ＤＬ送信に使用されるレイヤの数を要求するランクインジケータ
（ＲＩ）、（レイヤの数に基づいて）どのプリコーダマトリクスが使用されるべきかの選
好を示すプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）、および使用され得る最も
高い変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）を表すチャネル品質インジケータＣＱＩを含み
得る。ＣＱＩは、ＣＲＳまたはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel stat
e information reference signal）のような所定のパイロットシンボルを受信した後に、
ＵＥ１１５によって計算され得る。ＲＩおよびＰＭＩは、ＵＥ１１５が、空間多重化をサ
ポートしない（または、サポート空間モードにいない）場合、除外され（excluded）得る
。
【００５０】
　[0061]レポートにおいて含まれる情報のタイプは、レポーティングタイプを決定する。
チャネル状態レポートは、周期的または非周期的であり得る。つまり、基地局１０５は、
ＵＥ１１５が規則的な間隔で周期的なレポートを送るように構成し得、また必要に応じて
、追加のレポートを要求またはトリガし得る。周期的なレポートは、全体のセル帯域にわ
たってチャネル品質を示す広帯域のレポート、最善のサブバンドのサブセットを示すＵＥ
が選択されたレポート、または報告されたサブバンドは、基地局１０５によって選択され
る構成されたレポートを含み得る。ここで説明されるように、連続するサブフレームにお
ける非周期的なレポートは、１つのサブフレームにおける単一のレポートによってトリガ
され得る。
【００５１】
　[0062]キャリアはまた、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネル、等と呼
ばれ得る。「コンポーネントキャリア」という用語は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ
）動作においてＵＥによって使用される複数のキャリアの各々に言及し得、システム帯域
幅の他の部分とは異なり（distinct from）得る。拡張キャリアアグリゲーション（ｅＣ
Ａ）は、（例えば、５より大きく、最大３２までの）多数のコンポーネントキャリアを含
み得る。コンポーネントキャリアは、他のコンポーネントキャリアとは独立してまたはそ
れらと組み合わせて利用されることが可能な（susceptible of）比較的狭い帯域幅のキャ
リアであり得る。各コンポーネントキャリアは、ＬＴＥ規格のリリース８またはリリース
９に基づく単独の（isolated）キャリアと同じ能力を提供し得る。複数のコンポーネント
キャリアは、いくつかのＵＥ１１５に、より大きな帯域幅、および、例えば、より高いデ
ータレートを提供するために、同時に利用またはアグリゲートされ得る。よって、個々の
コンポーネントキャリアは、レガシーＵＥ１１５（例えば、ＬＴＥリリース８またはリリ
ース９をインプリメントしているＵＥ１１５）に逆に適合し得、一方で、他のＵＥ１１５
（例えばポスト・リリース８／９ＬＴＥバージョンをインプリメントしているＵＥ１１５
）は、マルチ・キャリア・モードにおいて多数のコンポーネントキャリアで構成され得る
。ｅＣＡにおいて、ＵＥ１１５は、５つ以上のＣＣで構成され得、それらの各々は、ＣＳ
Ｆを呼び出し得るか、またはそれから恩恵を受け得る。
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【００５２】
　[0063]ＤＬに関して使用されるキャリアは、ＤＬ　ＣＣと呼ばれ得、ＵＬに関して使用
されるキャリアは、ＵＬ　ＣＣと呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーション
のために複数のＤＬ　ＣＣおよび１つまたは複数のＵＬ　ＣＣで構成され得る。各キャリ
アは、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバヘッド情報、データ、
等を送信するために使用され得る。ＵＥ１１５は、複数のキャリアを利用して、単一の基
地局１０５と通信し得、また異なるキャリア上で同時に複数の基地局と通信し得る。基地
局１０５の各セルは、ＵＬ　ＣＣおよびＤＬ　ＣＣを含み得る。
【００５３】
　[0064]基地局１０５についての各サービングセルの地理的カバレッジエリア１１０は、
異なり得る（例えば、異なる周波数バンド上のＣＣは、パスロスを経験し得る）。いくつ
かの例において、１つのキャリアは、ＵＥ１１５に関して、プライマリキャリアまたはプ
ライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）として設計され、それは、プライマリセル（
ＰＣｅｌｌ）によってサービス提供され得る。プライマリセルは、ＵＥ毎ベースで（on a
 per-UE basis）、上位レイヤによって（例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）、等）、
半静的に構成され得る。ある特定のアップリンク制御情報（ＵＣＩ）、例えば、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、および物理アップリンク制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ）上で送信されたスケジューリング情報は、プライマリセルによって搬送さ
れ得る。追加のキャリアは、セカンダリキャリア、またはセカンダリコンポーネントキャ
リア（ＳＣＣ）として設計され得、それらは、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）によってサ
ービス提供され得る。セカンダリセルは、同様に、ＵＥ毎ベースで半静的に構成され得る
。いくつかの事例において、セカンダリセルは、プライマリセルと同じ制御情報を送信す
るようには構成されないか、または、それらを含まない可能性がある。
【００５４】
　[0065]ＵＥ１１５は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）において、制御情
報を取得し得る。ＰＤＣＣＨは、制御チャネル要素（ＣＣＥ）においてダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）を搬送し、それは、９つの論理的に隣接するリソース要素（ＲＥ）グルー
プ（ＲＥＧ）から成り得、ここで、各ＲＥＧは、４つのリソース要素（ＲＥ）を含む。Ｄ
ＣＩは、ＤＬスケジューリング割り当て、ＵＬリソース許可、送信スキーム、ＵＬ電力制
御、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）情報、ＭＣＳ、および他の情報に関する情報
を含む。ＤＣＩメッセージのサイズおよびフォーマットは、ＤＣＩによって搬送される情
報の量およびタイプに応じて異なる可能性がある。例えば、空間多重化がサポートされる
場合、ＤＣＩメッセージのサイズは、連続した周波数割り振り比較すると大きい。
【００５５】
　[0066]同様に、多入力多出力（ＭＩＭＯ）を用いるシステムに関して、ＤＣＩは、追加
のシグナリング情報を含み得る。ＤＣＩサイズおよびフォーマットは、情報の量、ならび
に帯域幅、アンテナポートの数、および複信モードのような要因に依存する。ＰＤＣＣＨ
は、複数のユーザに関連付けられたＤＣＩメッセージを搬送することができ、各ＵＥ１１
５は、それを対象としたＤＣＩメッセージを復号し得る。例えば、各ＵＥ１１５は、セル
・ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティティ（Ｃ－ＲＮＴＩ）に割り当てら
れ得、各ＤＣＩに付随している周期的冗長検査（ＣＲＣ）ビットは、Ｃ－ＲＮＴＩに基づ
いてスクランブリングされ得る。ＵＥにおいて電力消費およびオーバヘッドを減らすため
に、ＣＣＥの位置の限定されたセットは、特定のＵＥ１１５に関連付けられたＤＣＩに関
して特定されることができる。
【００５６】
　[0067]ＣＣＥは、（例えば、１、２、４および８つのＣＣＥに）グル－プ化され得、Ｕ
Ｅが関連のあるＤＣＩを見つけ得るＣＣＥの位置のセットは、特定され得る。これらのＣ
ＣＥは、サーチ・スペースとして知られ得る。サーチ・スペースは、２つの領域：共通の
ＣＣＥ領域またはサーチ・スペース、およびＵＥ固有の（専用の）（dedicated）ＣＣＥ
領域またはサーチ・スペース、に区分されることができる。共通のＣＣＥ領域は、基地局
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１０５によってサービス提供される全てのＵＥによってモニタされ、ページング情報、シ
ステム情報（ＳＩ）、ランダムアクセスプロシージャ、および同様のもののような情報を
含み得る。ＵＥ固有のサーチ・スペースは、ユーザ固有の制御情報を含み得る。ＣＣＥは
、インデックス付きであり得、共通のサーチ・スペースは、ＣＣＥ０から始まり得る。Ｕ
Ｅ固有のサーチ・スペースに関する開始インデックスは、Ｃ－ＲＮＴＩ、サブフレームイ
ンデックス、ＣＣＥアグリゲーションレベルおよびランダムシードに依存する。ＵＥ１１
５は、ブラインド検知として知られる処理を行うことによってＤＣＩを復号することを試
み得、これの間に、サーチ・スペースはＤＣＩが検知されるまでランダムに復号される。
ブラインド復号の間、ＵＥ１１５は、それのＣ－ＲＮＴＩを使用して、全ての潜在的なＤ
ＣＩメッセージをスクランブル解除することを試み得、試みが成功だったかどうかを決定
するＣＲＣチェックを行う。
【００５７】
　[0068]いくつかの事例において、ワイヤレス通信システム１００は、１つまたは複数の
拡張コンポーネントキャリア（ｅＣＣ）を利用し得る。ｅＣＣは、フレキシブルな帯域幅
、異なる送信時間間隔（ＴＴＩ）、および修復された制御チャネル構成を含む１つまたは
複数の特徴によって、特徴づけられ得る。いくつかの事例において、ｅＣＣは、（例えば
、複数のサービングセルが準最適バックホールリンクを有するとき）デュアルコネクティ
ビティ構成またはＣＡ構成に関連付けられ得る。ｅＣＣはまた、（例えば、１人より多く
のオペレータがスペクトルを使用することをライセンスされている）共有スペクトルまた
はアンライセンスのスペクトルにおける使用のために構成され得る。フレキシブルな帯域
幅によって特徴付けられているｅＣＣは、全帯域幅をモニタすることができない、または
（電力を節約するために）制限された帯域幅を使用することを好むＵＥ１１５によって使
用され得る１つまたは複数のセグメントを含み得る。いくつかの事例において、ｅＣＣは
、他のＣＣとは異なるＴＴＩ長を利用し得、それは、その他のＣＣのＴＴＩと比較して、
減らされた、または可変のシンボル持続時間の使用を含み得る。シンボル持続時間は、い
くつかの事例において、同じままであり得るが、各シンボルは、異なるＴＴＩを表し得る
。いくつかの例において、ｅＣＣは、異なるＴＴＩ長に関連付けられた複数の階層的レイ
ヤを含み得る。例えば、１つの階層的レイヤにおけるＴＴＩが、均一の１ｍｓサブフレー
ムに対応し得るのに対して、第２のレイヤでは、可変長のＴＴＩが、短い持続シンボル期
間のバーストに対応し得る。
【００５８】
　[0069]いくつかの事例において、より短いシンボル持続時間はまた、増やされたサブキ
ャリアのスペーシングに関連付けられ得る。減らされたＴＴＩ長と併せて、ｅＣＣは、動
的時間分割複信（ＴＤＤ）動作を利用し得る（すなわち、それは、動的条件に従って、短
いバーストのためにＤＬ動作からＵＬ動作に切り替え得る。）フレキシブルな帯域幅およ
び可変のＴＴＩは、修正された制御チャネル構成に関連付けられ得る（例えば、ｅＣＣは
、ＤＬ制御情報に関するｅＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）を利用し得る）。例えば、ｅＣＣ
の１つまたは複数の制御チャネルは、フレキシブルな帯域幅使用に対応する（accommodat
e）ために、周波数分割多重化（ＦＤＭ）スケジューリングを利用し得る。他の制御チャ
ネルの修正点は、異なる間隔で送信される制御チャネル、または（例えば、可変長のＵＬ
およびＤＬバーストの長さを示すための、または発展型マルチメディアブロードキャスト
マルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）スケジューリングのための）追加の制御チャネル
の使用を含む。ｅＣＣはまた、変調されたまたは追加のＨＡＲＱ関連の制御情報を含み得
る。
【００５９】
　[0070]ｅＣＡを利用するＵＥ１１５は、それがサポートすることが可能であるチャネル
状態処理の数の限界を識別し得る。ＵＥ１１５は、基地局１０５にこの限界を送信し得、
それは、チャネル状態レポーティング構成を構成し得、示された限界に従って、チャネル
状態レポーティングトリガを送り得る。いくつかの事例において、単一のトリガは、複数
のサブフレームおよび／またはコンポーネントキャリアをカバーするレポートに対応し得
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る。基地局１０５はまた、各サブフレームの間ＵＥ１１５が処理するチャネル状態レポー
トのピーク数を減らすためにチャネル状態レポーティング構成をアレンジし得る。いくつ
かの事例において、ＵＥ１１５は、サブフレームにおいてチャネル状態レポーティングを
行うために必要とされるチャネル状態処理の数が、それの能力を超えることを決定し得る
。ＵＥ１１５は、その次に、チャネル状態処理に優先順位をつけ得、いくつかの事例にお
いて、現在のものでないレポートを送信し得る。
【００６０】
　[0071]図２は、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算についてのワイヤレス通信システム
２００の例を例示する。ワイヤレス通信システム２００は、基地局１０５－ａおよびＵＥ
１１５－ａを含み得、それは、図１を参照して説明される対応するデバイスの例であり得
る。ワイヤレス通信システム２００は、修正されたＣＳＩレポーティング構成をサポート
し得る。例えば、ワイヤレス通信システム２００は、レポートを処理することの計算の複
雑さを減らすために、ＵＥ１１５がチャネル状態レポーティング処理の数の限界を示すこ
とを可能にし得る。
【００６１】
　[0072]ＵＥ１１５－ａは、ダウンリンクワイヤレスチャネルの状態を説明する基地局１
０５－ａにＣＳＦレポートを送り得る。いくつかの事例において、ＣＳＦ要求は、基地局
１０５－ａからの物理ダウンリンクチャネル２１０（例えば、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣ
ＣＨ、等）に含まれ得、それは、ＵＥ１１５－ａによるＣＳＦレポートの送信をトリガし
得る。ＣＳＦレポーティングは、周期的なおよび非周期的なカテゴリに分割され得、また
通信における全ての処理（例えば、セル固有基準信号（ＣＲＳ）ベースの、チャネル状態
情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ベースの、周期的、または非周期的な、等である処理）に
関して、ＵＥ１１５－ａによって、継続的に計算され得る。ＣＳＦを計算することの複雑
性は、送信（Ｔｘ）ポートおよび受信（Ｒｘ）アンテナの数のような、システムの機能（
a function of）およびＵＥパラメータであり得、およびＵＥ１１５－ａに関して構成さ
れた処理の数の限界は、異なる数のＴｘおよびＲｘアンテナによって異なり得る。
【００６２】
　[0073]いくつかの事例において、１つのサブフレームにおいて報告されるＣＳＦ処理の
数は、ＵＥ１１５－ａ（例えば、５つの処理に限定される）によって、制限され得る。い
くつかの例において、ＵＥ１１５－ａは、それがサポートできるＣＳＦ処理の最大数をネ
ットワークにシグナリングし得る。例えば、５つのやり方の（five-way）ＣＡまたはｅＣ
Ａ通信において、ＵＥ１１５－ａは、それぞれ、（１、２、３、４、５）と番号づけられ
たキャリア上で、それが（４、４、４，１，１）処理までのために構成されることができ
ることをシグナリングし得、異なる数字は、ｅＰＤＣＣＨおよびＰＤＣＣＨ送信のために
使用され得る。いくつかの事例において、非周期的なチャネル品質インジケーション（Ｃ
ＱＩ）要求とＣＳＦレポートを送るための時間との間のサブフレームの数は、例えば、ｅ
ＰＤＣＣＨなどで、増やされ得る。
【００６３】
　[0074]いくつかの事例において、ＣＳＦの計算およびレポーティングの限界は、単一の
サブフレームにおける処理数に関連し得る。例えば、ＣＳＩ－ＲＳ処理は、ある特定の周
期性（例えば、５ｍｓまたはより大きい）で構成され得、ＣＳＦレポーティングの構成の
限界は、低減されたピーク処理の限界に変えられ得る。例えば、任意の所与のサブフレー
ムにおける処理負荷は、構成されたＣＳＦ計算負荷の総計のほんの一部（例えば、１/５
）であり得る。いくつかの事例において、限界は、周期的なおよび非周期的なレポーティ
ングの両方についてのレポートを含み得、構成されたコンポーネントキャリアに関するＣ
ＳＩ－ＲＳベースのレポートならびにＣＲＳベースのレポートの両方を含み得る。
【００６４】
　[0075]非周期的なレポーティングに関して、別個のトリガは、各サブフレームおよびコ
ンポーネントキャリアごとに送られ得、各トリガは、ＣＳＦ処理の限界に従う。代替的に
、連続のサブフレーム上で、生じる一連のレポートを示す単一のトリガは送られ得、各ト
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リガは、ＣＳＦの限界に従う。いくつかの例において、ＣＳＦ処理の優先順位をつけられ
た順序は、ＵＥ１１５－ａと基地局１０５－ａとの間に確立され得る。ネットワークがＣ
ＳＦ処理の限界よりも多くの処理をトリガするイベントにおいて、ＵＥ１１５－ａは、優
先順位をつけられた順序に従って、それの限界を処理し得る。追加の処理は、現在のもの
でないＣＳＦ情報を使用し得、ＵＥ１１５－ａは、後続のサブフレームにおいて現在のＣ
ＳＦを処理し得る。
【００６５】
　[0076]いくつかの例において、所与のサブフレームに関するＣＳＦレポートが含まれる
情報はそのレポートが必要とされるときの時間より先に、通信され得る。例えば、ＣＳＩ
－ＲＳは、ＵＥ１１５－ａに十分な処理時間を与えるために、単一のサブフレーム分早め
られ得る。いくつかの例において、非周期的なトリガ（例えば、ＤＣＩ０）はまた、どの
ＣＳＦ処理が各サブフレームにおいて計算され得るかを決定するための十分な時間を与え
るために、１つのサブフレーム分早められ得る。いくつかの事例において、ＣＳＦレポー
ティング必要条件は、最大タイミングアドバンスと等しく設定され得る。レポーティング
の規格は、例えば、ｅＰＤＣＣＨおよびＰＤＣＣＨによって、異なり得る。
【００６６】
　[0077]図3は、ｅＣＡにおけるチャネル状態フィードバックについてのＣＳＦ処理タイ
ムライン３００の例を例示する。ＣＳＦ処理タイムライン３００は、図１～２を参照して
説明されるようなＵＥ１１５または基地局１０５によって行われる技法を例示し得る。Ｃ
ＳＦ処理タイムライン３００は、ダウンリンク送信が、単一のダウンリンクサブフレーム
３１０において基準信号およびレポーティングトリガの両方を含むときのＣＳＦレポート
を処理することの例示であり得る。
【００６７】
　[0078]基地局１０５は、ＵＥ１１５にダウンリンクチャネル３０５上で送信し得る。ダ
ウンリンクチャネル３０５は、チャネル状態レポートおよびＣＳＩ－ＲＳについてのトリ
ガを含むダウンリンクサブフレーム３１０を含み得る。よって、トリガに応答して、ＵＥ
１１５は、基地局１０５に、ＣＳＦレポート３２０を戻す（return）ためにアップリンク
チャネル３１５を使用し、ダウンリンクチャネル３０５の状態を報告し得る。基地局１０
５は、ＵＥ１１５のチャネル状態レポーティング処理性能に関して、ＵＥ１１５によって
提供された情報に基づいて、いつレポートを要求するべきか、よって、いつトリガを送る
べきかを決定し得る。例えば、ＵＥ１１５は、送信アンテナポートまたは利用可能な受信
アンテナに基づいて、それの性能を決定し得る。
【００６８】
　[0079]ＵＥ１１５は、ＣＳＦ処理タイムライン３２５を使用して、－例えば、チャネル
状態を評価し、測定値を比較し、等、およびレポートを準備して－ＣＳＦレポートを処理
し得る。例えば、ＵＥ１１５は、ダウンリンクサブフレーム３１０を受信し得、処理３３
０において、ＣＳＦを要求するトリガを復号し得る。ＵＥ１１５は、その次に、処理３３
５においてトリガを解釈し得、処理３４０において、同時にＣＳＦを計算し得る。続いて
、ＵＥ１１５は、処理３４５において、ＣＳＦバックエンド動作を行い得る。ＣＳＦレポ
ートの完了の際に、ＵＥ１１５は、処理３５０において、アップリンク送信をプログラム
し得、基地局１０５にＣＳＦレポート３２０を、アップリンクチャネル３１５を介して、
送信し得る。
【００６９】
　[0080]図４は、ｅＣＡにおけるＣＳＦ処理４００の別の例を例示する。いくつかの事例
において、ＣＳＦ処理４００は、図１～２を参照して説明されるようなＵＥ１１５または
基地局１０５によって行われる技法を例示し得る。いくつかの事例において、ＣＳＦ処理
４００は、ダウンリンク送信が、別個の基準を含み得、およびサブフレームをトリガし得
るときのＣＳＦレポートを処理することの例であり得る。
【００７０】
　[0081]基地局１０５は、ＵＥ１１５にダウンリンクチャネル４０５上で送信し得る。ダ
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ウンリンクチャネル４０５は、ＣＳＩ－ＲＳを含む基準信号サブフレーム４１２およびチ
ャネル状態レポートについてのトリガを含む後続のトリガサブフレーム４１４を含み得る
。トリガに応答して、ＵＥ１１５は、基地局１０５に、ＣＳＦレポート４２０を戻すため
にアップリンクチャネル４１５を使用し、ダウンリンクチャネル４０５の状態を報告し得
る。基地局１０５は、ＵＥ１１５のチャネル状態レポーティング処理性能に関して、ＵＥ
１１５によって提供された情報に基づいて、いつレポートを要求するべきか、よって、い
つトリガを送るべきかを決定し得る。例えば、ＵＥ１１５は、送信アンテナポートまたは
利用可能な受信アンテナに基づいて、それの性能を決定し得る。
【００７１】
　[0082]ＵＥ１１５は、ＣＳＦ処理構成４２５を使用して、ＣＳＦレポートを処理し得る
。例えば、ＵＥ１１５は、基準信号サブフレーム４１２を受信し得、および処理４４０に
おいて、基準信号サブフレーム４１２に含まれるＣＳＩ－ＲＳに基づいて、ＣＳＦを計算
し得る。後続のトリガサブフレーム４１４の受領（receipt）の際、ＵＥ１１５は、処理
４３０においてトリガ情報を復号し得、処理４３５においてトリガ情報を解釈し得、およ
び処理４４５においてＣＳＦバックエンド動作を完了し得る。ＣＳＦレポートの完了の際
に、ＵＥ１１５は、処理４５０において、アップリンク送信をプログラムし得、基地局に
ＣＳＦレポート４２０を送信し得る。
【００７２】
　[0083]図５は、ｅＣＡにおけるＣＳＦレポーティング５００の例を例示する。いくつか
の事例において、ＣＳＦレポーティング５００は、図１～２を参照して説明されるような
ＵＥ１１５または基地局１０５によって行われる技法を例示し得る。ＣＳＦレポーティン
グ５００は、ｅＣＡ構成に従って、複数のサブフレームにおいてＣＳＦレポートを送信す
ることを示す。
【００７３】
　[0084]基地局１０５は、ＵＥ１１５にダウンリンクチャネル５０５－ｂ上で送信し得る
。ダウンリンクチャネル５０５－ａは、チャネル状態レポートについてのトリガを含むＣ
ＳＩ－ＲＳおよび後続のトリガサブフレーム５１４を含む基準信号サブフレーム５１２を
含み得る。トリガに応答して、ＵＥ１１５は、基地局１０５に、単一のＣＳＦレポート５
２０－ａを戻すためにアップリンクチャネル５１５－ａを使用し、ダウンリンクチャネル
５０５－ａの状態を報告し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５のチャネル状態レポーティ
ング処理性能に関して、ＵＥ１１５によって提供された情報に基づいて、いつレポートを
要求するべきか、よって、いつトリガを送るべきかを決定し得る。例えば、ＵＥ１１５は
、送信アンテナポートまたは利用可能な受信アンテナに基づいて、それの性能を決定し得
る。
【００７４】
　[0085]追加的または代替的に、基地局１０５は、ダウンリンクチャネル５０５－ｂ上で
、チャネル状態レポーティングおよびＣＳＩ－ＲＳについてのトリガをもつダウンリンク
サブフレーム５１６を含むＵＥ１１５に送信し得る。いくつかの例において、ＵＥは、ア
ップリンクチャネル５１５－ｂ上で、ＣＳＦレポートを提供する複数のサブフレームを送
信し得る。つまり、ＵＥは、１つのＣＳＦレポートサブフレームにおいて、処理の数を制
限し得る。例えば、第１のＣＳＦレポート５２０－ｂは、処理１～５を含み得、第２のＣ
ＳＦレポート５２０－ｃは、処理６～１０を含み得、第３のＣＳＦレポート５２０－ｄは
、最後の処理１１～１５を含み得る。ＣＳＦ処理は、ＣＲＳベース、ＣＳＩ－ＲＳベース
、非周期的、または周期的であり得る。
【００７５】
　[0086]図６は、ｅＣＡにおけるＣＳＦ処理６００の別の例を例示する。いくつかの事例
において、ＣＳＦ構成６００は、図１～２を参照して説明されるようなＵＥ１１５または
基地局１０５によって行われる技法を例示し得る。いくつかの例において、ＣＳＦ処理構
成は、ＣＳＦレポートを含む１つまたは複数のサブフレームの送信を許し得、ここで、各
ＣＳＦレポートは、制限された数の処理を含み得る。
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【００７６】
　[0087]基地局１０５は、チャネル状態レポーティングおよびＣＳＩ－ＲＳについてのト
リガをもつダウンリンクサブフレーム６１０を含むＵＥ１１５にダウンリンクチャネル６
０５を送信し得る。いくつかの例において、ＵＥ１１５は、アップリンクチャネル６１５
上で、ＣＳＦレポートを提供する複数のサブフレームを送信し得る。つまり、ＵＥ１１５
は、上述されるように、１つのＣＳＦレポートサブフレームにおいて、処理の数を制限し
得、ここで、ＣＳＦレポート６２０－ａから６２０－ｃの各々は、制限された数の処理を
含み得る。
【００７７】
　[0088]ＵＥ１１５は、ＣＳＦ処理構成６２５に従って、基地局１０５にＣＳＦレポート
を戻し得る。例えば、ダウンリンクサブフレーム６１０におけるチャネル状態レポートお
よびＣＳＩ－ＲＳについてのトリガの受領に続いて、ＵＥは、処理６３０においてトリガ
情報を復号し得、処理６３５においてトリガ情報を解釈し得る。処理６４０－ａにおいて
、ＵＥ１１５は、続いて、制限された数の処理（例えば、処理１～５）の第１のセットに
関するＣＳＦを計算し得る。制限された数の処理について計算されたＣＳＦに基づいて、
ＵＥ１１５は、処理６４５－ａにおいて、ＣＳＦバックエンド動作を完了し得、処理６５
０－ａにおいて、アップリンク送信をプログラムし得、およびアップリンクチャネル６１
５を介して、ＣＳＦレポート６２０－ａを、制限された数の処理の第１のセットを含め、
送信し得る。
【００７８】
　[0089]処理６４０－ａにおける計算に続いて、ＵＥ１１５は、処理６４０－ｂにおいて
、ＣＳＦを計算することの第２の反復を開始し得、ここで、第２のＣＳＦは、制限された
数の処理（例えば、処理６～１０）の第２のセットを含み得る。計算の後で、ＵＥ１１５
は、処理６４５－ｂにおいて、ＣＳＦバックエンド動作を行い得、処理６５０－ｂにおい
てアップリンク送信をプログラムし得、および制限された数の処理の第２のセットを含む
ＣＳＦレポート６２０－ｂを送信し得る。
【００７９】
　[0090]同様に、ＣＳＦの計算の第３の反復は、ＵＥによって完了され得る。例えば、Ｕ
Ｅ１１５は、制限された数の処理（例えば、処理１１～１５）の第３のセットに関して、
処理６４０－ｃにおいて、ＣＳＦを計算し得る。上述されるように、ＵＥ１１５は、処理
６４５－ｃにおいて、ＣＳＦバックエンド動作を完了し得、処理６５０－ｃにおいて、ア
ップリンク送信をプログラムし得、制限された数の処理の第３のセットを含むＣＳＦレポ
ート６２０－ｃを送信し得る。
【００８０】
　[0091]図７は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算につ
いての処理フロ－７００の例を例示する。処理フロー７００は、基地局１０５－ａおよび
ＵＥ１１５－ａを含み得、それは、図１～２に参照して説明される対応するデバイスの例
であり得る。
【００８１】
　[0092]ステップ７０５において、ＵＥ１１５－ｂおよび基地局１０５－ｂは、ＣＡ構成
を確立し得、ここで、構成は、複数のＣＣを含み得る。いくつかの事例において、ＣＡ構
成は、ｅＣＡ構成において、多数の（例えば、５よりも大きい）ＣＣを含む。
【００８２】
　[0093]ステップ７１０において、ＵＥ１１５－ｂは、処理性能およびアンテナ構成また
は制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに基づいて、ＣＡ構成に関連付けられたチャ
ネル状態レポーティング処理の限界を識別し得、基地局１０５－ｂにチャネル状態レポー
ティング処理の限界のインジケーションを送信し得る。いくつかの事例において、ＵＥ１
１５－ｂは、基地局にアンテナ構成のインジケーションを送信し得、ここで、アンテナ構
成は、受信アンテナの数を含み得、チャネル状態レポーティング処理の限界は、受信アン
テナの数に基づいて、識別される。制御チャネル構成は、ＰＤＣＣＨを含み得、チャネル
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状態レポーティング処理の限界は、ＰＤＣＣＨにおいてＤＬシグナリングを受信すること
に基づいて、識別される。
【００８３】
　[0094]いくつかの事例において、制御チャネル構成は、拡張物理ダウンリンク制御チャ
ネルｅＰＤＣＣＨを含み、チャネル状態レポーティング処理の限界は、ｅＰＤＣＣＨにお
いてＤＬシグナリングを受信することに基づいて、識別される。いくつかの例において、
インジケーションは、複数のＣＣの各ＣＣごとのチャネル状態処理の数を含み得る。いく
つかの事例において、基地局１０５－ｂは、チャネル状態レポーティング処理の限界に基
づいて、サブフレームについてのチャネル状態レポート処理のピーク数を識別し得、ここ
で、チャネル状態レポーティング構成は、サブフレームについてのチャネル状態レポート
処理のピーク数に基づく。チャネル状態レポーティング処理の限界は、ＣＳＩ－ＲＳベー
スのレポートの数、ＣＲＳベースのレポートの数、周期的なレポートの数、非周期的なレ
ポートの数、または同様のものを含み得るか、またはそれに関連付けられ得る。
【００８４】
　[0095]ステップ７１５において、ＵＥ１１５－ｂは、基地局１０５－ｂからチャネル状
態レポートについてのトリガを受信し得る。いくつかの事例において、チャネル状態レポ
ーティング処理の限界に基づくチャネル状態レポーティング構成を、基地局１０５－ｂは
送信し得、およびＵＥ１１５－ｂは受信し得る。いくつかの事例において、第１のサブフ
レームにおいて、チャネル状態レポートについてのトリガを、第２のサブフレームにおい
て、チャネル状態レポートについてのリソース許可を、基地局１０５－ｂは、送信し得、
ＵＥ１１５－ｂは受信し得、ＵＥ１１５－ｂは、トリガに基づいて、リソース許可によっ
て割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポートを受信し得る。いくつかの例にお
いて、第１のサブフレームにおいて、ＣＳＩ－ＲＳを、基地局１０５－ｂは送信し得、Ｕ
Ｅ１１５－ｂは受信し得る。
【００８５】
　[0096]ステップ７２０において、ＵＥ１１５－ｂは、チャネル状態レポートを処理し得
る。いくつかの事例において、チャネル状態レポートは、第１のサブフレームにおいて受
信されたＣＳＩ－ＲＳを使用して、処理され得る。
【００８６】
　[0097]ステップ７２５において、チャネル状態レポーティング処理の限界に従って、１
つまたは複数のチャネル状態レポートをＵＥ１１５－ｂは送信し得、基地局１０５－ｂは
受信し得る。いくつかの例において、ＵＥ１１５－ｂは、チャネル状態レポートについて
のトリガに基づいて、第１のサブフレームにおいて第１のチャネル状態レポートを送信し
得、チャネル状態レポートについてのトリガに基づいて、第２のサブフレームにおいて第
２のチャネル状態レポートを送信し得る。いくつかの事例において、ＵＥ１１５－ｂは、
トリガと関連付けられたチャネル状態レポートの数がしきい値を超えることを決定し得、
決定に基づいて、サブフレームの間、現在のものでないチャネル状態レポートを送信し得
、ここで、現在のものでないチャネル状態レポートは、前のトリガと関連付けられる。
【００８７】
　[0098]いくつかの事例において、ＵＥ１１５－ｂは、チャネル状態レポートの数がチャ
ネル状態レポーティング処理の限界を超えることを決定し得、チャネル状態レポーティン
グ処理の限界に基づいて、１つまたは複数のチャネル状態レポートに優先順位をつけ得、
ここで、１つまたは複数のチャネル状態レポートは、優先順位付けに従って、送信される
。
【００８８】
　[0099］図８は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算を
サポートするワイヤレスデバイス８００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス８００
は、図１および２を参照して説明されるＵＥ１１５の態様の例であり得る。ワイヤレスデ
バイス８００は、受信機８０５、送信機８１０、およびＣＳＩマネージャ８１５を含み得
る。ワイヤレスデバイス８００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネント
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の各々は、互いに通信状態にあり得る。
【００８９】
　[0100]受信機８０５は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネル
、およびｅＣＡにおけるチャネル状態の計算に関連する情報、等）に関連付けられた制御
情報、ユーザデータ、またはパケットのような、情報を受信し得る。情報は、デバイスの
他のコンポーネントに伝えられ（passed on）得る。受信機８０５は、図１１を参照して
説明されるトランシーバ１１２５の態様の例であり得る。
【００９０】
　[0101]送信機８１０は、ワイヤレスデバイス８００の他のコンポーネントから受信され
る信号を送信し得る。いくつかの例において、送信機８１０は、トランシーバモジュール
において受信機とコロケート（collocated）され得る。例えば、送信機８１０は、図１１
を参照して説明されるトランシーバ１１２５の態様の例であり得る。送信機８１０は、単
一のアンテナを含み得るか、または、それは、複数のアンテナを含み得る。
【００９１】
　[0102]ＣＳＩマネージャ８１５は、基地局からチャネル状態レポーティングについての
トリガを受信し得、チャネル状態レポートについてのトリガに基づいて、第１のサブフレ
ームにおいて第１のチャネル状態レポートを送信し得、チャネル状態レポートについての
トリガに基づいて、第２のサブフレームにおいて第２のチャネル状態レポートを送信し得
る。
【００９２】
　[0103]ＣＳＩマネージャ８１５はまた、第１のサブフレームにおいてチャネル状態レポ
ートについてのトリガを受信し得、トリガに基づいて、チャネル状態レポートを処理し得
、第２のサブフレームにおいて、チャネル状態レポートについてのリソース許可を受信し
得、リソース許可によって割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポートを送信し
得る。ＣＳＩマネージャ８１５は、図１１を参照して説明されるＣＳＩマネージャ１１０
５の態様の例であり得る。
【００９３】
　[0104]図９は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算をサ
ポートするワイヤレスデバイス９００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス９００は
、図１、２および８を参照して説明されるワイヤレスデバイス８００またはＵＥ１１５の
態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス９００は、受信機９０５、ＣＳＩマネージャ９
１０、および送信機９３５を含み得る。ワイヤレスデバイス９００はまた、プロセッサを
含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いと通信状態にあり得る。
【００９４】
　[0105]受信機９０５は、デバイスの他のコンポーネントに伝えられ得る情報を受信し得
る。受信機９０５はまた、図８の受信機８０５を参照して説明される機能を行い得る。受
信機９０５は、図１１を参照して説明されるトランシーバ１１２５の態様の例であり得る
。
【００９５】
　[0106]ＣＳＩマネージャ９１０は、図８を参照して説明されるＣＳＩマネージャ８１５
の態様の例であり得る。ＣＳＩマネージャ９１０は、ＣＳＩトリガコンポーネント９１５
、チャネル状態レポートコンポーネント９２０、リソース許可コンポーネント９２５、お
よび処理限界コンポーネント９３０を含み得る。ＣＳＩマネージャ９１０は、図１１を参
照して説明されるＣＳＩマネージャ１１０５の態様の例であり得る。
【００９６】
　[0107]ＣＳＩトリガコンポーネント９１５は、基地局からチャネル状態レポートについ
てのトリガを受信し得、第１のサブフレームにおいてチャネル状態レポートについてのト
リガを受信し得る。
【００９７】
　[0108]チャネル状態レポートコンポーネント９２０は、チャネル状態レポーティング処
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理の限界に基づいて、１つまたは複数のチャネル状態レポートに優先順位をつけ得、１つ
または複数のチャネル状態レポートは、優先順位付けに従って、送信され得、チャネル状
態レポートについてのトリガに基づいて、第１のサブフレームにおいて第１のチャネル状
態レポートを送信し得、チャネル状態レポートについてのトリガに基づいて、第２のサブ
フレームにおいて第２のチャネル状態レポートを送信し得る。
【００９８】
　[0109]チャネル状態レポートコンポーネント９２０はまた、決定に基づいて、サブフレ
ームの間、現在のものでないチャネル状態レポートを送信し得、現在のものでないチャネ
ル状態レポートは、前のトリガに関連付けられ得、トリガに基づいて、チャネル状態レポ
ートを処理し得、リソース許可によって割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポ
ートを送信し得、チャネル状態レポーティング処理の限界に従って、基地局に１つまたは
複数のチャネル状態レポートを送信し得る。
【００９９】
　[0110]リソース許可コンポーネント９２５は、第２のサブフレームにおいて、チャネル
状態レポートについてのリソース許可を受信し得る。
【０１００】
　[0111]処理限界コンポーネント９３０は、チャネル状態レポートの数がチャネル状態レ
ポーティング処理の限界を超えることを決定し得、トリガに関連付けられたチャネル状態
レポートの数がしきい値を超えることを決定し得、処理性能およびアンテナ構成または制
御チャネル構成のうちの少なくとも１つに基づいて、キャリアアグリゲーション構成に関
連付けられたチャネル状態レポーティング処理の限界を識別し得、基地局にチャネル状態
レポーティング処理の限界のインジケーションを送信し得る。
【０１０１】
　[0112]いくつかの事例において、制御チャネル構成は、物理ダウンリンク制御チャネル
を含み、チャネル状態レポーティング処理の限界は、物理ダウンリンク制御チャネルにお
いてダウンリンクシグナリングを受信することに基づいて、識別される。いくつかの事例
において、制御チャネル構成は、拡張物理ダウンリンク制御チャネルを含み、チャネル状
態レポーティング処理の限界は、拡張物理ダウンリンク制御チャネルにおいてダウンリン
クシグナリングを受信することに基づいて、識別される。いくつかの事例において、イン
ジケーションは、複数のコンポーネントキャリアのうちの各コンポーネントキャリアごと
のチャネル状態処理の数をを含む。
【０１０２】
　[0113]送信機９３５は、ワイヤレスデバイス９００の他のコンポーネントから受信され
る信号を送信し得る。いくつかの例において、送信機９３５は、トランシーバモジュール
において受信機とコロケートされ得る。例えば、送信機９３５は、図１１を参照して説明
されるトランシーバ１１２５の態様の例であり得る。送信機９３５は、単一のアンテナを
利用し得るか、または、それは、複数のアンテナを利用し得る。
【０１０３】
　[0114]図１０は、ワイヤレスデバイス８００またはワイヤレスデバイス９００の対応す
るコンポーネントの例であり得るＣＳＩマネージャ１０００のブロック図を示す。つまり
、ＣＳＩマネージャ１０００は、図８および９を参照して説明されるＣＳＩマネージャ８
１５またはＣＳＩマネージャ９１０の態様の例であり得る。ＣＳＩマネージャ１０００は
、図１１を参照して説明されるＣＳＩマネージャ１１０５の態様の例であり得る。
【０１０４】
　[0115]ＣＳＩマネージャ１０００は、チャネル状態レポートコンポーネント１００５、
処理限界コンポーネント１０１０、ＣＳＩトリガコンポーネント１０１５、リソース許可
コンポーネント１０２０、およびアンテナ構成コンポーネント１０２５を含み得る。これ
らのモジュールの各々は、直接的にまたは間接的に、互いに（例えば、１つまたは複数の
バスを介して）通信し得る。
【０１０５】
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　[0116]チャネル状態レポートコンポーネント１００５は、チャネル状態レポーティング
処理の限界に基づいて、１つまたは複数のチャネル状態レポートに優先順位をつけ得、１
つまたは複数のチャネル状態レポートは、優先順位付けに従って、送信され得、チャネル
状態レポートについてのトリガに基づいて、第１のサブフレームにおいて第１のチャネル
状態レポートを送信し得、チャネル状態レポートについてのトリガに基づいて、第２のサ
ブフレームにおいて第２のチャネル状態レポートを送信し得る。
【０１０６】
　[0117]チャネル状態レポートコンポーネント１００５はまた、決定に基づいて、サブフ
レームの間、現在のものでないチャネル状態レポートを送信し得、現在のものでないチャ
ネル状態レポートは、前のトリガに関連付けられ得、トリガに基づいて、チャネル状態レ
ポートを処理し得、リソース許可によって割り当てられたリソース上で、チャネル状態レ
ポートを送信し得、チャネル状態レポーティング処理の限界に従って、基地局に１つまた
は複数のチャネル状態レポートを送信し得る。
【０１０７】
　[0118]処理限界コンポーネント１０１０は、チャネル状態レポートの数がチャネル状態
レポーティング処理の限界を超えることを決定し得、トリガに関連付けられたチャネル状
態レポートの数がしきい値を超えることを決定し得、処理性能およびアンテナ構成または
制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに基づいて、キャリアアグリゲーション構成に
関連付けられたチャネル状態レポーティング処理の限界を識別し得、基地局にチャネル状
態レポーティング処理の限界のインジケーションを送信し得る。
【０１０８】
　[0119]ＣＳＩトリガコンポーネント１０１５は、基地局からチャネル状態レポートにつ
いてのトリガを受信し得、第１のサブフレームにおいてチャネル状態レポートについての
トリガを受信し得る。リソース許可コンポーネント１０２０は、第２のサブフレームにお
いて、チャネル状態レポートについてのリソース許可を受信し得る。アンテナ構成コンポ
ーネント１０２５は、基地局にアンテナ構成のインジケーションを送信し得る。
【０１０９】
　[0120]図１１は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算を
サポートするデバイスを含むシステム１１００の図を示す。例えば、システム１１００は
、ＵＥ１１５－ｃを含み得、それは、図１、２および８から１０を参照して説明されるよ
うなワイヤレスデバイス８００、ワイヤレスデバイス９００、またはＵＥ１１５の例であ
り得る。ＵＥ１１５－ｃはまた、ＣＳＩマネージャ１１０５、プロセッサ１１１０、メモ
リ１１１５、トランシーバ１１２５、アンテナ１１３０、およびＥＣＣモジュール１１３
５を含み得る。これらのモジュールの各々は、直接的にまたは間接的に、互いに（例えば
、１つまたは複数のバスを介して）通信し得る。ＣＳＩマネージャ１１０５は、図８から
１０を参照して説明されるようなＣＳＩマネージャの例であり得る。
【０１１０】
　[0121]プロセッサ１１１０は、インテリジェント・ハードウェア・デバイス、（例えば
、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、等
）を含み得る。メモリ１１１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読み出し（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１１１５は、実行されると、プロセッサ、よって、ＵＥ１１
５－ｃに、ここで説明される様々な機能（例えば、ｅＣＡにおけるチャネル状態計算、等
）を行わせる命令を含むコンピュータ読み取り可能、コンピュータ実行可能なソフトウェ
アを記憶し得る。いくつかの事例において、ソフトウェア１１２０は、プロセッサによっ
て直接的に実行可能でない可能性があるが、（例えば、コンパイルおよび実行されたとき
）コンピュータに、ここで説明された機能を行わせ得る。
【０１１１】
　[0122]トランシーバ１１２５は、上記で説明されるように、１つまたは複数のネットワ
ークと、１つまたは複数のアンテナ、ワイヤード、またはワイヤレスリンクを介して、双
方向で通信し得る。例えば、トランシーバ１１２５は、基地局１０５またはＵＥ１１５と
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双方向で通信し得る。トランシーバ１１２５はまた、パケットを変調し、送信のためのア
ンテナに変調されたパケットを提供するための、およびアンテナから受信されたパケット
を復調するためのモデムを含み得る。いくつかの事例において、ワイヤレスデバイスは、
単一のアンテナ１１３０を含み得る。しかしながら、いくつかの事例において、デバイス
は、１つより多くのアンテナ１１３０を有し得、それは、複数のワイヤレス送信を同時に
送信または受信することが可能であり得る。
【０１１２】
　[0123]ＥＣＣモジュール１１３５は、減らされたＴＴＩまたはサブフレーム持続時間を
使用して、あるいは多数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を使用して、共有の、または
アンライセンスのスペクトルを使用する通信のような、拡張コンポーネントキャリア（Ｅ
ＣＣ）を使用する動作をイネーブルし得る。
【０１１３】
　[0124]図１２は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算を
サポートするワイヤレスデバイス１２００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１２
００は、図１および２を参照して説明される基地局１０５の態様の例であり得る。ワイヤ
レスデバイス１２００は、受信機１２０５、送信機１２１０およびＣＳＩマネージャ１２
１５を含み得る。ワイヤレスデバイス１２００はまた、プロセッサを含み得る。これらの
コンポーネントの各々は、互いに通信状態にあり得る。
【０１１４】
　[0125]受信機１２０５は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネ
ル、およびｅＣＡにおけるチャネル状態の計算に関連する情報、等）に関連付けられた制
御情報、ユーザデータ、またはパケットのような、情報を受信し得る。情報は、デバイス
の他のコンポーネントに伝えられ得る。受信機１２０５は、図１５を参照して説明される
トランシーバ１５２５の態様の例であり得る。
【０１１５】
　[0126]送信機１２１０は、ワイヤレスデバイス１２００の他のコンポーネントから受信
される信号を送信し得る。いくつかの例において、送信機１２１０は、トランシーバモジ
ュールにおいて受信機とコロケートされ得る。例えば、送信機１２１０は、図１５を参照
して説明されるトランシーバ１５２５の態様の例であり得る。送信機１２１０は単一のア
ンテナを含み得るか、または、それは、複数のアンテナを含み得る。
【０１１６】
　[0127]ＣＳＩマネージャ１２１５は、第１のサブフレームにおいて、チャネル状態レポ
ートについてのトリガを送信し得、第２のサブフレームにおいて、チャネル状態レポート
についてのリソース許可を送信し得、トリガに基づいて、リソース許可によって割り当て
られたリソース上で、チャネル状態レポートを受信し得る。ＣＳＩマネージャ１２１５は
また、図１５を参照して説明されるＣＳＩマネージャ１５０５の態様の例であり得る。
【０１１７】
　[0128]図１３は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算を
サポートするワイヤレスデバイス１３００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１３
００は、図１、２および１２を参照して説明されるワイヤレスデバイス１２００または基
地局１０５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス１３００は、受信機１３０５、Ｃ
ＳＩマネージャ１３１０および送信機１３３０を含み得る。ワイヤレスデバイス１３００
はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信状態にあ
り得る。
【０１１８】
　[0129]受信機１３０５は、デバイスの他のコンポーネントに伝えられ得る情報を受信し
得る。受信機１３０５はまた、図１２の受信機１２０５を参照して説明される機能を行い
得る。受信機１３０５は、図１５を参照して説明されるトランシーバ１５２５の態様の例
であり得る。
【０１１９】
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　[0130]ＣＳＩマネージャ１３１０は、図１２を参照して説明されるＣＳＩマネージャ１
２１５の態様の例であり得る。ＣＳＩマネージャ１３１０は、ＣＳＩトリガコンポーネン
ト１３１５、リソース許可コンポーネント１３２０およびチャネル状態レポートコンポー
ネント１３２５を含み得る。ＣＳＩマネージャ１３１０は、図１５を参照して説明される
ＣＳＩマネージャ１５０５の態様の例であり得る。
【０１２０】
　[0131]ＣＳＩトリガコンポーネント１３１５は、第１のサブフレームにおいて、チャネ
ル状態レポートについてのトリガを送信し得る。リソース許可コンポーネント１３２０は
、第２のサブフレームにおいて、チャネル状態レポートについてのリソース許可を送信し
得る。チャネル状態レポートコンポーネント１３２５は、チャネル状態レポーティング処
理の限界に基づくチャネル状態レポーティング構成を送信し得、トリガに基づいて、リソ
ース許可によって割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポートを受信し得る。
【０１２１】
　[0132]送信機１３３０は、ワイヤレスデバイス１３００の他のコンポーネントから受信
される信号を送信し得る。いくつかの例において、送信機１３３０は、トランシーバモジ
ュールにおいて受信機とコロケートされ得る。例えば、送信機１３３０は、図１５を参照
して説明されるトランシーバ１５２５の態様の例であり得る。送信機１３３０は、単一の
アンテナを利用し得るか、または、それは、複数のアンテナを利用し得る。
【０１２２】
　[0133]図１４は、ワイヤレスデバイス１２００またはワイヤレスデバイス１３００の対
応するコンポーネントの例であり得るＣＳＩマネージャ１４００のブロック図を示す。つ
まり、ＣＳＩマネージャ１４００は、図１２および１３を参照して説明されるＣＳＩマネ
ージャ１２１５またはＣＳＩマネージャ１３１０の態様の例であり得る。ＣＳＩマネージ
ャ１４００はまた、図１５を参照して説明されるＣＳＩマネージャ１５０５の態様の例で
あり得る。
【０１２３】
　[0134]ＣＳＩマネージャ１４００は、ピークを識別するコンポーネント１４０５、チャ
ネル状態レポートトリガコンポーネント１４１０、ＣＳＩトリガコンポーネント１４１５
、リソース許可コンポーネント１４２０、チャネル状態レポートコンポーネント１４２５
、およびＣＳＩ－ＲＳコンポーネント１４３０を含み得る。これらのモジュールの各々は
、直接的にまたは間接的に、互いに（例えば、１つまたは複数のバスを介して）通信し得
る。
【０１２４】
　[0135]ピークを識別するコンポーネント１４０５は、チャネル状態レポーティング処理
の限界に基づいて、サブフレームについてのチャネル状態レポート処理のピーク数を識別
し得、チャネル状態レポーティング構成は、サブフレームについてのチャネル状態レポー
ト処理のピーク数に基づき得る。
【０１２５】
　[0136]チャネル状態レポートトリガコンポーネント１４１０は、チャネル状態レポーテ
ィング構成に基づいて、チャネル状態レポートトリガを送信し得、チャネル状態レポート
トリガは、チャネル状態レポートについての複数のサブフレームを示し得る。
【０１２６】
　[0137]ＣＳＩトリガコンポーネント１４１５は、第１のサブフレームにおいて、チャネ
ル状態レポートについてのトリガを送信し得る。リソース許可コンポーネント１４２０は
、第２のサブフレームにおいて、チャネル状態レポートについてのリソース許可を送信し
得る。
【０１２７】
　[0138]チャネル状態レポートコンポーネント１４２５は、チャネル状態レポーティング
処理の限界に基づくチャネル状態レポーティング構成を送信し得、トリガに基づいて、リ
ソース許可によって割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポートを受信し得る。
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ＣＳＩ－ＲＳコンポーネント１４３０は、第１のサブフレームにおいて、ＣＳＩ－ＲＳを
送信し得、チャネル状態レポートは、ＣＳＩ－ＲＳを使用して、処理され得る。
【０１２８】
　[0139]図１５は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算を
サポートする構成されたデバイスを含むワイヤレスシステム１５００の図を示す。例えば
、ワイヤレスシステム１５００は、基地局１０５－ｄを含み得、それは、図１、２および
１２から１４を参照して説明されるようなワイヤレスデバイス１２００、ワイヤレスデバ
イス１３００、または基地局１０５の例であり得る。基地局１０５－ｄはまた、通信を送
信するためのコンポーネントおよび通信を受信するためのコンポーネントを含む双方向音
声およびデータ通信のためのコンポーネントを含み得る。例えば、基地局１０５－ｄは、
１つまたは複数のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。基地局１０５－ｄはまた、ＣＳＩマ
ネージャ１５０５、プロセッサ１５１０、メモリ１５１５、トランシーバ１５２５、アン
テナ１５３０、基地局通信モジュール１５３５、およびネットワーク通信モジュール１５
４０を含み得る。これらのモジュールの各々は、直接的にまたは間接的に、互いに（例え
ば、１つまたは複数のバスを介して）通信し得る。ＣＳＩマネージャ１５０５は、図１２
から１４を参照して説明されるようなＣＳＩマネージャの例であり得る。
【０１２９】
　[0140]プロセッサ１５１０は、インテリジェント・ハードウェア・デバイス、（例えば
、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、等）を含み得る。メモリ１５１５は、ＲＡ
ＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１５１５は、実行されると、プロセッサ、よって基地
局１０５－ｄに、ここで説明される様々な機能（例えば、ｅＣＡにおけるチャネル状態の
計算、等）を行わせる命令を含むコンピュータ読み取り可能、コンピュータ実行可能なソ
フトウェアを記憶し得る。いくつかの事例において、ソフトウェア１５２０は、プロセッ
サによって、（例えば、コンパイルおよび実行されたとき）直接的に実行可能でない可能
性があるが、コンピュータに、ここで説明された機能を行わせ得る。
【０１３０】
　[0141]トランシーバ１５２５は、上記で説明されるように、１つまたは複数のネットワ
ークと、１つまたは複数のアンテナ、ワイヤード、またはワイヤレスリンクを介して、双
方向で通信し得る。例えば、トランシーバ１５２５は、基地局１０５またはＵＥ１１５と
双方向で通信し得る。トランシーバ１５２５は、パケットを変調し、送信のためのアンテ
ナに変調されたパケットを提供するための、およびアンテナから受信されたパケットを復
調するためのモデムを含み得る。いくつかの事例において、ワイヤレスデバイスは、単一
のアンテナ１５３０を含み得る。しかしながら、いくつかの事例において、デバイスは、
１つより多くのアンテナ１１３０を有し得、それは、複数のワイヤレス送信を同時に送信
または受信することが可能であり得る。
【０１３１】
　[0142]基地局通信モジュール１５３５は、他の基地局１０５との通信を管理し得、他の
基地局１０５と協働して、ＵＥ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケ
ジューラを含み得る。例えば、基地局通信モジュール１５３５は、ビームフォーミングも
しくはジョイント送信のような様々な干渉緩和技法のために、ＵＥ１１５への送信のため
のスケジューリングを調整し得る。いくつかの例では、基地局通信モジュール－９５は、
基地局１０５の間での通信を提供するために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネット
ワーク技術内のＸ２インターフェースを提供し得る。
【０１３２】
　[0143]ネットワーク通信モジュール１５４０は、（例えば、１つまたは複数のワイヤー
ドバックホールリンクを介して）コアネットワークとの通信を管理し得る。例えば、ネッ
トワーク通信モジュール１５４０は、１つまたは複数のＵＥ１１５のような、クライアン
トデバイスのデータ通信の転送を管理し得る。
【０１３３】
　[0144]図１６は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算に
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ついての方法１６００を例示するフローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１お
よび２を参照して説明されるようなＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによってイン
プリメントされ得る。例えば、方法１６００の動作は、ここで説明されるＣＳＩマネージ
ャによって行われ得る。いくつかの例において、ＵＥ１１５は、デバイスの機能的要素を
制御して以下に説明される機能を行うためのコードのセットを実行し得る。追加的または
代替的に、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される機能の態様を
行い得る。
【０１３４】
　[0145]ブロック１６０５において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、ＣＣのセットを含むＣＡ構成を識別し得る。ある特定の例において、ブロッ
ク１６０５の動作は、図９を参照して説明されるようなＣＡコンポーネントによって行わ
れ得る。
【０１３５】
　[0146]ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、処理性能およびアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１
つに基づいて、ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状態レポーティング処理の限界を識別
し得る。ある特定の例において、ブロック１６１０の動作は、図９を参照して説明される
ような処理限界コンポーネントによって行われ得る。
【０１３６】
　[0147]ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、基地局にチャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを送信
し得る。ある特定の例において、ブロック１６１５の動作は、図９を参照して説明される
ような処理限界コンポーネントによって行われ得る。
【０１３７】
　[0148]図１７は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算に
ついての方法１７００を例示するフローチャートを示す。方法１７００の動作は、図１お
よび２を参照して説明されるようなＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによってイン
プリメントされ得る。例えば、方法１７００の動作は、ここで説明されるＣＳＩマネージ
ャによって行われ得る。いくつかの例において、ＵＥ１１５は、デバイスの機能的要素を
制御して以下に説明される機能を行うためのコードのセットを実行し得る。追加的または
代替的に、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される機能の態様を
行い得る。
【０１３８】
　[0149]ブロック１７０５において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、基地局からチャネル状態レポートについてのトリガを受信し得る。ある特定
の例において、ブロック１７０５の動作は、図９を参照して説明されるようなＣＳＩトリ
ガコンポーネントによって行われ得る。
【０１３９】
　[0150]ブロック１７１０において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、チャネル状態レポートについてのトリガに基づいて、第１のサブフレームに
おいて第１のチャネル状態レポートを送信し得る。ある特定の例において、ブロック１７
１０の動作は、図９を参照して説明されるようなチャネル状態レポートコンポーネントに
よって行われ得る。
【０１４０】
　[0151]ブロック１７１５において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、チャネル状態レポートについてのトリガに基づいて、第２のサブフレームに
おいて、第２のチャネル状態レポートを送信し得る。ある特定の例において、ブロック１
７１５の動作は、図９を参照して説明されるようなチャネル状態レポートコンポーネント
によって行われ得る。
【０１４１】
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　[0152]図１８は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算に
ついての方法１８００を例示するフローチャートを示す。方法１８００の動作は、図１お
よび２を参照して説明されるような基地局１０５またはそれのコンポーネントによってイ
ンプリメントされ得る。例えば、方法１８００の動作は、ここで説明されるＣＳＩマネー
ジャによって行われ得る。いくつかの例において、基地局１０５は、デバイスの機能的要
素を制御して以下に説明される機能を行うためのコードのセットを実行し得る。追加的ま
たは代替的に、基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態
様を行い得る。
【０１４２】
　[0153]ブロック１８０５において、基地局１０５は、図２から７を参照して上記で説明
されるように、ＵＥについてのＣＡ構成を確立し得、ここで、ＣＣのセットを含むＣＡ構
成。ある特定の例において、ブロック１８０５の動作は、図１３を参照して説明されるよ
うなＣＡ構成コンポーネントによって行われ得る。
【０１４３】
　[0154]ブロック１８１０において、基地局１０５は、図２から７を参照して上記で説明
されるように、ＵＥからチャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを受
信し得、ここで、チャネル状態レポーティング処理の限界は、ＵＥの処理性能およびアン
テナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに基づく。ある特定の例におい
て、ブロック１８１０の動作は、図１３を参照して説明されるような処理限界コンポーネ
ントによって行われ得る。
【０１４４】
　[0155]ブロック１８１５において、基地局１０５は、図２から７を参照して上記で説明
されるように、チャネル状態レポーティング処理の限界に基づくチャネル状態レポーティ
ング構成を送信し得る。ある特定の例において、ブロック１８１５の動作は、図１３を参
照して説明されるようなチャネル状態レポートコンポーネントによって行われ得る。
【０１４５】
　[0156]図１９は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算に
ついての方法１９００を例示するフローチャートを示す。方法１９００の動作は、図１お
よび２を参照して説明されるようなＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによってイン
プリメントされ得る。例えば、方法１９００の動作は、ここで説明されるＣＳＩマネージ
ャによって行われ得る。いくつかの例において、ＵＥ１１５は、デバイスの機能的要素を
制御して以下に説明される機能を行うためのコードのセットを実行し得る。追加的または
代替的に、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される機能の態様を
行い得る。
【０１４６】
　[0157]ブロック１９０５において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、第１のサブフレームにおいてチャネル状態レポートについてのトリガを受信
し得る。ある特定の例において、ブロック１９０５の動作は、図９を参照して説明される
ようなＣＳＩトリガコンポーネントによって行われ得る。
【０１４７】
　[0158]ブロック１９１０において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、トリガに基づいて、チャネル状態レポートを処理し得る。ある特定の例にお
いて、ブロック１９１０の動作は、図９を参照して説明されるようなチャネル状態レポー
トコンポーネントによって行われ得る。
【０１４８】
　[0159]ブロック１９１５において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、第２のサブフレームにおいて、チャネル状態レポートについてのリソース許
可を受信し得る。ある特定の例において、ブロック１９１５の動作は、図９を参照して説
明されるようなリソース許可コンポーネントによって行われ得る。
【０１４９】
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　[0160]ブロック１９２０において、ＵＥ１１５は、図２から７を参照して上記で説明さ
れるように、リソース許可によって割り当てられたリソース上で、チャネル状態レポート
を送信し得る。ある特定の例において、ブロック１９２０の動作は、図９を参照して説明
されるようなチャネル状態レポートコンポーネントによって行われ得る。
【０１５０】
　[0161]図２０は、本開示の様々な態様に従って、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算に
ついての方法２０００を例示するフローチャートを示す。方法２０００の動作は、図１お
よび２を参照して説明されるような基地局１０５またはそれのコンポーネントによってイ
ンプリメントされ得る。例えば、方法２０００の動作は、ここで説明されるＣＳＩマネー
ジャによって行われ得る。いくつかの例において、基地局１０５は、デバイスの機能的要
素を制御して以下に説明される機能を行うためのコードのセットを実行し得る。追加的ま
たは代替的に、基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態
様を行い得る。
【０１５１】
　[0162]ブロック２００５において、基地局１０５は、図２から７を参照して上記で説明
されるように、第１のサブフレームにおいて、チャネル状態レポートについてのトリガを
送信し得る。ある特定の例において、ブロック２００５の動作は、図１３を参照して説明
されるようなＣＳＩトリガコンポーネントによって行われ得る。
【０１５２】
　[0163]ブロック２０１０において、基地局１０５は、図２から７を参照して上記で説明
されるように、第２のサブフレームにおいて、チャネル状態レポートについてのリソース
許可を送信し得る。ある特定の例において、ブロック２０１０の動作は、図１３を参照し
て説明されるようなリソース許可コンポーネントによって行われ得る。
【０１５３】
　[0164]ブロック２０１５において、基地局１０５は、図２から７を参照して上記で説明
されるように、トリガに基づいて、リソース許可によって割り当てられたリソース上で、
チャネル状態レポートを受信し得る。ある特定の例において、ブロック２０１５の動作は
、図１３を参照して説明されるようなチャネル状態レポートコンポーネントによって行わ
れ得る。
【０１５４】
　[0165]これらの方法は、可能なインプリメンテーションを説明しており、動作およびス
テップは、他のインプリメンテーションが可能であるように、再配列またはそうでない場
合は修正され得ることに留意されたい。いくつかの例において、それら方法のうちの２つ
以上からの態様が組み合され得る。例えば、方法の各々の態様は、その他の方法のステッ
プまたは態様、あるいはここに記載された他のステップまたは技法を含み得る。よって、
本開示の態様は、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算について提供し得る。
【０１５５】
　[0166]ここでの説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするために
提供される。本開示への様々な修正は、当業者には容易に明らかとなり、ここで定義した
一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他の変形形態に適用され得る。よって
、本開示は、ここで説明された例および設計に限定されるべきではなく、ここで開示され
た原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられることとなる。
【０１５６】
　[0167]ここで説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせでインプリメントされ得る。
プロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、これら機能は
、コンピュータ読取り可能媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶また
は送信され得る。他の例およびインプリメンテーションは、本開示および添付の特許請求
の範囲の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上記に説明された機能は、
プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワ
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イヤリング、またはこれらのいずれの組み合わせを使用してインプリメントされることが
できる。機能をインプリメントする特徴はまた、異なる物理（ＰＨＹ）的な位置において
機能の部分がインプリメントされるように分散されることを含め、様々な場所に物理的に
位置し得る。また、特許請求の範囲を含め、ここで使用される場合、項目の列挙（例えば
、「～のうちの少なくとも１つ」または「１つまたは複数）」といった表現で始まる項目
の列挙）において使用される「または（ｏｒ）」は、例えば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの
少なくとも１つという列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまた
はＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような、包含的な列挙を示す。
【０１５７】
　[0168]コンピュータ読取り可能媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプロ
グラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的なコンピュータ記憶媒体
との両方を含む。非一時的な記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセス
されることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的
なコンピュータ読取り可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取
専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他
の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、
命令またはデータ構造の形式で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために
使用されることができ、かつ、汎用または専用コンピュータ、または汎用または専用プロ
セッサによってアクセスされることができるその他任意の非一時的な媒体を備えることが
できる。また、任意の接続は、厳密にはコンピュータ読取り可能媒体と称される。例えば
、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入
者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用
して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合には、同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ここで使用される場合、ディス
ク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）、光ディス
ク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびＢｌｕ
－ｒａｙ（登録商標）ディスクを含み、ここでディスク（disks）は、通常磁気的にデー
タを再生し、一方ディスク（discs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。
上記の組合せもまた、コンピュータ読取り可能媒体の範囲内に含まれる。
【０１５８】
　[0169]本書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ（ＦＤＭＡ）、ＯＦＤ
ＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および
他のシステムのような、様々なワイヤレス通信システムに対して使用され得る。「システ
ム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば交換可能に使用される。ＣＤＭＡシ
ステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、等の無線技
術をインプリメントし得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、および
ＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、通例、ＣＤＭＡ
２０００１Ｘ、１Ｘ、等と共通に呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通例、
ＣＤＭＡ２０００、１ｘＥＶ－ＤＯ、高レートパケットデータ（ＨＲＰＤ）、等と共通に
呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他
の変形を含む。ＴＤＭＡシステムは、（モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳ
Ｍ（登録商標）））のような無線技術をインプリメントし得る。ＯＦＤＭＡシステムは、
ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１（ワイヤレス・フィディリティＷｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（Ｗ
ｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ、等のような、無線技術をイ
ンプリメントし得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュ
ニケ―ションズシステム（ユニバーサルモバイルテレコミュニケ―ションズシステムＵＭ
ＴＳ））の部分である。３ＧＰＰ（登録商標）　ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴ
Ｅ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－
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ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッ
ププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の団体による文書中で説明されている。ＣＤＭ
Ａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２
）という名称の団体からの文書に記載されている。ここで説明された技法は、上述される
システムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。
しかしながら、上記の説明は、例の目的でＬＴＥシステムを説明しており、ＬＴＥという
専門用語が上記の説明のほとんどにおいて使用されているが、その技法はＬＴＥアプリケ
ーションを超えて適用可能である。
【０１５９】
　[0170]ここに説明されたネットワークを含め、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、
発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、一般に、基地局を説明するために使用され得る
。ここに説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプのｅＮＢ
が様々な地理的領域に対してカバレッジを提供する異機種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
クを含み得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他
のタイプのセルに対して通信カバレッジを提供し得る。「セル」という用語は、コンテキ
ストに応じて、基地局、基地局に関連付けられたキャリアまたはＣＣ、あるいはキャリア
または基地局のカバレッジエリア（例えば、セクタ、等）を説明するために使用されるこ
とができる３ＧＰＰ用語である。
【０１６０】
　[0171]基地局は、ベーストランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント（ＡＰ）、無
線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ
、または何らかの他の適した専門用語で当業者によって呼ばれ得るか、あるいはそれらを
含み得る。基地局に対する地理的カバレッジエリアは、カバレッジエリアの一部分のみを
作り出す（making up）複数のセクタへと分割され得る。ここで説明されたワイヤレス通
信のシステムまたは複数のシステムは、異なるタイプの基地局（例えば、マクロまたはス
モールセル基地局）を含み得る。ここで説明されたＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセル
ｅＮＢ、リレー基地局、および同様のものを含む様々なタイプの基地局およびネットワー
ク機器と通信することが可能であり得る。異なる技術についての重複する地理的なカバレ
ッジエリアが存在し得る。
【０１６１】
　[0172]マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的なエリア（例えば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる制限され
ていないアクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（例
えば、ラインセンス、アンライセンス、等）周波数帯域で動作し得る、マクロセルと比較
してより低い電力を動力源とする基地局である。スモールセルは、様々な例に従って、ピ
コセル、フェムトセル、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、例えば、小さい地
理的なエリアをカバーし得、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる
制限されていないアクセスを可能にし得る。フェムトセルもまた、小さい地理的なエリア
（例えば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとのアソシエーションを有するＵＥ（例え
ば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥ、およ
び同様のもの）による制限されたアクセスを提供し得る。マクロセルのためのｅＮＢは、
マクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコ
ｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数
（例えば、２つ、３つ、４つなど）のセル（例えば、ＣＣ）をサポートし得る。ＵＥは、
マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局、および同様のものを含む様々なタイ
プの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【０１６２】
　[0173]ここで説明されたワイヤレス通信のシステムまたは複数のシステムは、同期また
は非同期動作をサポートし得る。同期動作に関して、複数の基地局は、同様のフレームタ
イミングを有し得、異なる基地局からの送信は、およそ時間的（in time）に揃えられ得
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る。非同期動作に関して、複数の基地局は、異なるフレームタイミングを有し得、異なる
基地局からの送信は、時間的に揃えられない可能性がある。ここで説明された技法は、同
期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【０１６３】
　[0174]ここで説明されたＤＬ送信はまた、順方向リンク送信と呼ばれ得、一方、ＵＬ送
信はまた、逆方向リンク送信と呼ばれ得る。ここで説明された、例えば、図１および図２
のワイヤレス通信システム１００および２００を含む、各通信リンクは、１つまたは複数
のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリア（例えば、異なる周波
数の波形信号）から作り出された信号であり得る。各変調された信号は、異なるサブキャ
リア上で送られ得、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバヘッド情
報、ユーザデータ、等を搬送し得る。ここに説明された通信リンク（例えば、図１の通信
リンク１２５）は、（例えば、対にされたスペクトルリソースを使用する）周波数分割複
信（ＦＤＤ）または（例えば、対にされていないスペクトルリソースを使用する）ＴＤＤ
動作を使用して双方向通信を送信し得る。フレーム構造は、ＦＤＤ（例えば、フレーム構
造タイプ１）およびＴＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ２）に関して定義され得る。
【０１６４】
　[0175]よって、本開示の態様は、ｅＣＡにおけるチャネル状態の計算について提供し得
る。これらの方法は、可能なインプリメンテーションを説明しており、動作およびステッ
プは、他のインプリメンテーションが可能であるように、再配列またはそうでない場合は
修正され得ることに留意されたい。いくつかの例において、それら方法のうちの２つ以上
からの態様が組み合され得る。
【０１６５】
　[0176]本明細書における開示に関連して説明されている様々な例示的なブロックおよび
モジュールは、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイ
ス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェアコ
ンポーネント、あるいはここに説明された機能を行われるように設計されたそれらの任意
の組み合わせを用いてインプリメントまたは行われ得る。汎用プロセッサは、マイクロプ
ロセッサであり得るが、代替として、このプロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コン
トローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシン（state machine）であり得る
。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ（例えば、ＤＳＰおよびマイ
クロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは
複数のマイクロプロセッサ、あるいはいずれの他のそのような構成）としてもインプリメ
ントされ得る。よって、ここで説明される機能は、少なくとも１つの集積回路（ＩＣ）上
で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって行われ得る。様々な例に
おいて、異なるタイプのＩＣ（例えば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、
ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当該技術において知
られている任意の方式でプログラムされ得る。各ユニットの機能はまた、全体的にあるい
は部分的に、メモリにおいて具現化された命令でインプリメントされ得、１つまたは複数
の汎用あるいは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされ得る
。
【０１６６】
　[0177]添付の図面では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有し得
る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッシュと、同
様のコンポーネント間を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第
１の参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベル
に関わりなく、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちの任意の１つ
に適用可能である。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
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　ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって行われる方法であって、
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を備える前記ＵＥのキャリアアグリゲーション
（ＣＡ）構成を識別することと、
　前記ＵＥの処理性能およびアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１
つに少なくとも部分的に基づいて、前記ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状態レポーテ
ィング処理の限界を識別することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　基地局に前記チャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを送信するこ
とをさらに備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界の前記インジケーションは、前記複数のＣ
Ｃの各ＣＣについてのチャネル状態処理の数を備える、
　［Ｃ２］に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に従って、前記基地局に１つまたは複数の
チャネル状態レポートを送信することをさらに備える、
　［Ｃ２］に記載の方法。
［Ｃ５］
　チャネル状態レポートの数が前記チャネル状態レポーティング処理の限界を超えること
を決定することと、
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づいて、前記１つ
または複数のチャネル状態レポートに優先順位を付けること、ここにおいて、前記１つま
たは複数のチャネル状態レポートは、前記優先順位付けに従って、送信される、と
　をさらに備える、［Ｃ４］に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記基地局に前記アンテナ構成のインジケーションを送信することをさらに備える、
　［Ｃ２］に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記アンテナ構成は、受信アンテナの数を備え、前記チャネル状態レポーティング処理
の限界は、前記受信アンテナの数に少なくとも部分的に基づいて、識別される、
　［Ｃ６］に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記制御チャネル構成は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を備え、前記
チャネル状態レポーティング処理の限界は、前記ＰＤＣＣＨにおいてダウンリンク（ＤＬ
）シグナリングをモニタすることに少なくとも部分的に基づいて、識別される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記制御チャネル構成は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を備え
、前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、前記ｅＰＤＣＣＨにおいてＤＬシグナ
リングをモニタすることに少なくとも部分的に基づいて、識別される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１０］
　基地局からチャネル状態レポーティングについてのトリガを受信することと、
　前記トリガに少なくとも部分的に基づいて、第１のサブフレームにおいて第１のチャネ
ル状態レポートを送信することと、
　前記トリガに少なくとも部分的に基づいて、第２のサブフレームにおいて第２のチャネ
ル状態レポートを送信することと
　をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
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［Ｃ１１］
　前記トリガに関連付けられたチャネル状態レポートに関連付けられた処理の数がしきい
値を超えることを決定することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のサブフレームまたは前記第２のサ
ブフレームの間、現在のものでないチャネル状態レポートを送信すること、ここにおいて
、前記現在のものでないチャネル状態レポートは、前のトリガに関連付けられる、と
　をさらに備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）についてのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成を確立すること
、ここにおいて、前記ＣＡ構成は、複数のＣＣを備える、と、
　前記ＵＥからチャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを受信するこ
と、ここにおいて、前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、前記ＵＥの処理性能
および前記ＵＥのアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに関連付
けられる、と
　を備える、方法。
［Ｃ１３］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づく前記ＣＡ構成
において、前記複数のＣＣについてのチャネル状態レポーティング構成を送信することを
さらに備える、
　［Ｃ１２］に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に従って、１つまたは複数のチャネル状態
レポートを受信することをさらに備える、
　［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づいて、サブフレ
ームについてのチャネル状態レポート処理のピーク数を識別することをさらに備え、前記
チャネル状態レポーティング構成は、前記サブフレームについてのチャネル状態レポート
処理の前記ピーク数に基づく、
　［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記チャネル状態レポーティング構成に少なくとも部分的に基づいて、チャネル状態レ
ポーティングについてのトリガを送信することをさらに備え、チャネル状態レポーティン
グについての前記トリガは、チャネル状態レポートについての複数のサブフレームを示す
、
　［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ＵＥによってチャネル状態レポーティングをトリガすることと、
チャネル状態レポーティングについての前記トリガに少なくとも部分的に基づいて、第１
のサブフレームにおいて第１のチャネル状態レポートを受信することと、
　チャネル状態レポーティングについての前記トリガに少なくとも部分的に基づいて、第
２のサブフレームにおいて第２のチャネル状態レポートを受信することと
　をさらに備える、［Ｃ１６］に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記ＵＥから前記アンテナ構成のインジケーションを受信することと
　をさらに備える、［Ｃ１２］に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記アンテナ構成は、前記ＵＥにおいて利用可能な受信アンテナの数を備え、前記チャ
ネル状態レポーティング処理の限界は、前記受信アンテナの数に少なくとも部分的に基づ
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いて、識別される、
　［Ｃ１８］に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記制御チャネル構成は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を備え
る、
　［Ｃ１２］に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界の前記インジケーションは、前記複数のＣ
Ｃの各ＣＣについてのチャネル状態処理の数を備える、
　［Ｃ１２］に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）ベースのレポートの数、セル固有基準信号（ＣＲＳ）ベースのレポートの数、周期
的なＣＳＩレポートの数、非周期的なＣＳＩレポートの数、またはそれらの任意の組み合
わせに関連付けられる、
　［Ｃ１２］に記載の方法。
［Ｃ２３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信中のメモリと、
　前記メモリに記憶され、および前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を備えるユーザ機器（ＵＥ）のキャリアアグ
リゲーション（ＣＡ）構成を識別することと、
　　前記ＵＥの処理性能およびアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも
１つに少なくとも部分的に基づいて、前記ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状態レポー
ティング処理の限界を識別することと
　を行わせることが動作可能である命令と
　を備える、装置。
［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信中のメモリと、
　前記メモリに記憶され、および前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　ユーザ機器（ＵＥ）についてのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成を確立するこ
と、ここにおいて、前記ＣＡ構成は、複数のＣＣを備える、と、
　　前記ＵＥからチャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを受信する
こと、ここにおいて、前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、前記ＵＥの処理性
能および前記ＵＥのアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに関連
付けられる、と、
　を行わせることが動作可能である命令と
　を備える、装置。
［Ｃ２５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を備えるユーザ機器（ＵＥ）のキャリアアグリ
ゲーション（ＣＡ）構成を識別するための手段と、
　前記ＵＥの処理性能およびアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１
つに少なくとも部分的に基づいて、前記ＣＡ構成に関連付けられたチャネル状態レポーテ
ィング処理の限界を識別するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２６］
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　基地局に前記チャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを送信するた
めの手段をさらに備える、
　［Ｃ２５］に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界の前記インジケーションは、前記複数のＣ
Ｃの各ＣＣについてのチャネル状態処理の数を備える、
　［Ｃ２６］に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に従って、前記基地局に１つまたは複数の
チャネル状態レポートを送信するための手段をさらに備える、
　［Ｃ２６］に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記チャネル状態レポートの数がチャネル状態レポーティング処理の限界を超えること
を決定するための手段と、
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づいて、前記１つ
または複数のチャネル状態レポートに優先順位を付けるための手段、ここにおいて、前記
１つまたは複数のチャネル状態レポートは、前記優先順位付けに従って、送信される、と
　をさらに備える、［Ｃ２８］に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記基地局に前記アンテナ構成のインジケーションを送信するための手段をさらに備え
る、
　［Ｃ２６］に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記アンテナ構成は、受信アンテナの数を備え、前記チャネル状態レポーティング処理
の限界は、前記受信アンテナの数に少なくとも部分的に基づいて、識別される、
　［Ｃ３０］に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記制御チャネル構成は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を備え、前記
チャネル状態レポーティング処理の限界は、前記ＰＤＣＣＨにおいてダウンリンク（ＤＬ
）シグナリングをモニタすることに少なくとも部分的に基づいて、識別される、
　［Ｃ２５］に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記制御チャネル構成は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を備え
、前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、前記ｅＰＤＣＣＨにおいてＤＬシグナ
リングをモニタすることに少なくとも部分的に基づいて、識別される、
　［Ｃ２５］に記載の装置。
［Ｃ３４］
　基地局からチャネル状態レポーティングについてのトリガを受信するための手段と、
　前記トリガに少なくとも部分的に基づいて、第１のサブフレームにおいて第１のチャネ
ル状態レポートを送信するための手段と、
　前記トリガに少なくとも部分的に基づいて、第２のサブフレームにおいて第２のチャネ
ル状態レポートを送信するための手段と
　をさらに備える、［Ｃ２５］に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記トリガに関連付けられたチャネル状態レポートに関連付けられた処理の数がしきい
値を超えることを決定するための手段と、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のサブフレームまたは前記第２のサ
ブフレームの間、現在のものでないチャネル状態レポートを送信するための手段、ここに
おいて、前記現在のものでないチャネル状態レポートは、前のトリガに関連付けられる、
と
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　をさらに備える、［Ｃ３４］に記載の装置。
［Ｃ３６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）についてのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成を確立するため
の手段、ここにおいて、前記ＣＡ構成は、複数のＣＣを備える、と、
　前記ＵＥからチャネル状態レポーティング処理の限界のインジケーションを受信するた
めの手段、ここにおいて、前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、前記ＵＥの処
理性能および前記ＵＥのアンテナ構成または制御チャネル構成のうちの少なくとも１つに
関連付けられる、と
　を備える、装置。
［Ｃ３７］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づく前記ＣＡ構成
において、前記複数のＣＣについてのチャネル状態レポーティング構成を送信するための
手段をさらに備える、
　［Ｃ３６］に記載の装置。
［Ｃ３８］
前記チャネル状態レポーティング処理の限界に従って、１つまたは複数のチャネル状態レ
ポートを受信するための手段をさらに備える、
　［Ｃ３７］に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界に少なくとも部分的に基づいて、サブフレ
ームについてのチャネル状態レポート処理のピーク数を識別するための手段をさらに備え
、前記チャネル状態レポーティング構成は、前記サブフレームについてのチャネル状態レ
ポート処理の前記ピーク数に基づく、
　［Ｃ３７］に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記チャネル状態レポーティング構成に少なくとも部分的に基づいて、チャネル状態レ
ポーティングについてのトリガを送信するための手段をさらに備え、チャネル状態レポー
ティングについての前記トリガは、チャネル状態レポートについての複数のサブフレーム
を示す、
　［Ｃ３７］に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記ＵＥによってチャネル状態レポーティングをトリガするための手段と、
　チャネル状態レポーティングについての前記トリガに少なくとも部分的に基づいて、第
１のサブフレームにおいて第１のチャネル状態レポートを受信するための手段と、
　チャネル状態レポーティングについての前記トリガに少なくとも部分的に基づいて、第
２のサブフレームにおいて第２のチャネル状態レポートを受信するための手段と
　をさらに備える、［Ｃ４０］に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記ＵＥから前記アンテナ構成のインジケーションを受信するための手段と
　をさらに備える、［Ｃ３６］に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記アンテナ構成は、前記ＵＥにおいて利用可能な受信アンテナの数を備え、前記チャ
ネル状態レポーティング処理の限界は、前記受信アンテナの数に少なくとも部分的に基づ
いて、識別される、
　［Ｃ４２］に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記制御チャネル構成は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を備え
る、
　［Ｃ３６］に記載の装置。
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［Ｃ４５］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界の前記インジケーションは、前記複数のＣ
Ｃの各ＣＣについてのチャネル状態処理の数を備える、
　［Ｃ３６］に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記チャネル状態レポーティング処理の限界は、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）ベースのレポートの数、セル固有基準信号（ＣＲＳ）ベースのレポートの数、周期
的なＣＳＩレポートの数、非周期的なＣＳＩレポートの数、またはそれらの任意の組み合
わせに関連付けられる、
　［Ｃ３６］に記載の装置。

【図１】 【図２】
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【図１９】 【図２０】
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